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7月中に１歳になるお子さんの
顔写真等を広報誌に掲載しませんか？

申込方法(１)申込方法(１)
右の二次元コードからアクセスいただき、右の二次元コードからアクセスいただき、
専用フォームよりお申し込みください。専用フォームよりお申し込みください。

申込方法(２)申込方法(２)
電子メールにて、お子さんの①氏名（ふりがな）、②性
別、③お住まいの地区名、④連絡先（電話番号）をメール
本文に明記の上、写真データ（jpeg,1MB以内)を添付
し、kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ送信してください。
応募の締め切りは、5月18日（土）です。（先着5人）
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令和４年度決算 連結財務書類の概要

住民一人当たりの貸借対照表（令和5年3月31日現在人口19,464人）
（家計に例えて説明）

（億円）

Ｒ３ Ｒ４
前年度末純資産残高 724 721
純行政コスト △ 225 △ 209
財源 202 193

税収等 134 126
国県補助金 68 67

その他の項目 20 △ 24
本年度末純資産残高 721 681

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（万円）
R3 R4

■資　産
①有形固定資産 426 415
②投資等 26 26
③流動資産 45 46

（万円）
R3 R4

■負　債 134 138

■純資産 363 349

■資　産 （億円）
R3 R4

①有形固定資産 847 808
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等 51 52
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産 89 89
［現金預金、未収金など］

資産合計 987 949

■負　債 （億円）
R3 R4

①固定負債 242 244
②流動負債 24 24
負債合計 266 268

■純資産
純資産合計 721 681

負債純資産合計 987 949

今までに、学校、道
路などを建設するた
めの財源として町が
借金しているお金や、
町の職員全員が年度
末に退職したと仮定
した場合の退職金相
当額などです。

学校、道路などの建
設に使われたお金の
総額です。道路や建
物は減価償却をして
います。

町が借金しているお
金の翌年度の返済予
定額などです。

住宅ローン残高

関係団体への出資金
や基金などで蓄えて
いるお金です。

学校、道路などを建
設するために使った
国や県の補助金や税
金などです。

住宅・土地などの資産
から住宅ローンなどの
負債を引いた残額

現金で持っているも
ののほか、必要時に
すぐ現金化できる基
金、町税などでまだ
収納されていないお
金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金・現金

揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計の手法
を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。
連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町（一般会
計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等の財務書類を連
結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財務書類を作成することで、
透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うことが可能となります。

貸借対照表（令和５年3月31日現在）

純資産変動計算書（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

今月の
特集
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令和 4 年度決算 連結財務書類の概要
今月の
特集

住民一人あたりの行政コスト計算書
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

連 

結 

対 

象
（ 

連 

結 

財 

務 

書 

類 

）

揖
斐
川
町
全
体

■一般会計等
〇一般会計
〇町営住宅事業特別会計
〇杉原地域土地取得等特別会計
〇徳山ダム上流域公有地化特別会計

■公営事業会計
□企業会計
〇水道事業会計�
�□特別会計
〇農業集落排水事業特別会計
〇公共下水道事業特別会計（特環）
〇個別排水事業特別会計（個排）
〇個別排水事業特別会計（特生）
〇国民健康保険特別会計
〇国民健康保険直診勘定特別会計
〇後期高齢者医療特別会計
〇小水力発電事業特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■一部事務組合
〇揖斐郡消防組合
〇西濃環境整備組合
〇大垣衛生施設組合
〇岐阜県市町村会館組合
〇揖斐郡養基小学校養基保育所組合
〇揖斐川水防事務組合
〇岐阜県市町村職員退職手当組合
〇樫原谷林野組合　
〇足打谷林野組合

■広域連合	
〇揖斐広域連合
〇岐阜県後期高齢者医療広域連合

■地方三公社
〇土地開発公社

■第三セクター等
〇株式会社サンシャイン春日

（億円）

R3 R4

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 26 27

２ 物にかかるコスト（物件費等） 98 88

３ 移転支出的なコスト（補助金・社会保障給付等） 107 100

４ その他のコスト（その他の業務費用） 4 3

経常費用合計 A 235 218

経常収益 B 12 9

純経常行政コスト C=A－B 223 209

臨時損失 D 2 0

臨時利益 E 0 0

純行政コスト C+D－E 225 209

（万円）

R3 R4
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 13 14
２ 物にかかるコスト（物件費等） 49 45
３ 移転支出的なコスト（補助金・社会保障給付等） 54 51
４ その他のコスト（その他の業務費用） 2 2
経常費用合計 A 118 112
経常収益 B 6 4
純経常行政コスト C=A－B 112 108
臨時損失 D 1 0
臨時利益 E 0 0
純行政コスト C+D－E 113 108

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに1年間で使った費用などを集計した財務
書類です。

行政コスト計算書（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

連結を構成する会計・団体 一覧
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揖
斐
土
木
事
務
所
長
へ
、
２
月
28
日（
水
）

に
岡
部
町
長
が
一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
の

法
面
崩
落
箇
所
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て
要
望

を
し
ま
し
た
。

現
在
、
一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
の
小
津

地
内
に
お
い
て
、
法
面
が
崩
れ
た
こ
と
に
よ

り
道
路
が
塞
が
り
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
面
崩
落
箇
所
よ
り
先
に
あ
る
農
地
や

墓
地
な
ど
へ
近
づ
け
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
た
め
、早
期
復
旧
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

▲苅田揖斐土木事務所長へ要望書を手渡す岡部町長

一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
の

法
面
崩
壊
箇
所
の
早
期
復
旧

を
県
へ
要
望
し
ま
し
た

3
月
14
日（
木
）に
岡
部
町
長
が
揖
斐
農

林
事
務
所
長
へ
、
谷
汲
深
坂
地
内
の
排
水
路

崩
落
箇
所
に
つ
い
て
早
期
の
事
業
化
を
要
望

し
ま
し
た
。

現
在
、
町
道
谷
汲
中
村
小
洞
線（
谷
汲
深

坂
地
内
）の
道
路
下
を
横
断
す
る
排
水
路（
管

瀬
川
）に
つ
い
て
は
、横
断
す
る
コ
ル
ゲ
ー
ト

管
が
崩
落
し
、
町
道
が
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
周
囲
に
は
、
広
大
な
農
地
が
広
が
っ

て
お
り
、
営
農
活
動
に
も
多
大
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
県
単
農
業
農
村
整
備
事
業

に
よ
る
早
期
の
事
業
化
と
令
和
６
年
度
予

算
の
増
額
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

▲高木揖斐農林事務所長へ要望書を手渡す岡部町長

谷
汲
深
坂
地
内
の
排
水
路
崩
落

箇
所
に
つ
い
て
早
期
事
業
化
を

県
へ
要
望
し
ま
し
た

３
月
21
日（
木
）に
、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

「
令
和
５
年
度　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業　

報
告
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

報
告
会
で
は
、
１
月
18
日（
木
）か
ら
１
月

26
日（
金
）に
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
町
内
の

中
学
生
22
名
が
町
長
、
教
育
関
係
者
、
保
護

者
ら
に
向
け
て
研
修
で
の
経
験
を
発
表
し
ま

し
た
。

生
徒
達
は
、
異
な
る
生
活
・
文
化
・
歴
史
・

社
会
・
価
値
観
な
ど
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
日

本
や
揖
斐
川
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
現
地
の
学

生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
伝
え
、
友
好
関

係
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
研
修
で
得
た
積
極
性
、
感

謝
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
地
域

や
学
校
に
よ
り
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲報告会の様子

海
外
派
遣
事
業
報
告
会

揖
斐
川
町
北
方
地
内
で
発
生
し
た
高
齢

者
の
用
水
転
落
事
故
に
お
い
て
、
高
齢
者
を

救
助
し
た
北
和
中
学
校
の
生
徒
９
名
お
よ
び

教
員
２
名
に
対
し
、
３
月
15
日（
金
）に
揖
斐

郡
消
防
組
合
消
防
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
２
月
22
日（
木
）15
時
20
分
頃
、

揖
斐
川
町
北
方
地
内
で
用
水
に
転
落
し
負
傷

し
て
い
た
高
齢
者
を
北
和
中
学
校
生
徒
が
発

見
、教
員
と
協
力
し
て
１
１
９
番
通
報
、負
傷

者
へ
の
声
掛
け
、
負
傷
者
を
用
水
か
ら
救
出

し
適
切
に
応
急
処
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
が
連
携
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
通

報
・
救
出
・
応
急
処
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
高
齢
者
を
救
っ
た
事
案
で
、
救
命
し
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
連

携
プ
レ
ー
は
理
想
的
な
活
動
で
し
た
。

迅
速
か
つ
的
確
な
連
携
プ
レ
ー
に

対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲感謝状受賞者：五
い

十
そ

川
がわ

 陽
ひ

菜
な

さん、川
かわ

崎
さき

 彩
あや

乃
の

さん
兒
こ

玉
だま

 すみれさん、高
たか

橋
はし

 芽
め

愛
い

さん、瀧
たき

澤
ざわ

 晴
はる

馬
ま

さん
富
とみ

田
だ

 理
り

叶
と

さん、服
はっとり

部 煌
きら

翔
と

さん、宮
みや

川
がわ

 椿
つばき

さん
若
わか

原
はら

 蒼
そう

真
ま

さん、石
いし

垣
がき

 仁
じん

先生、松
まつ

川
かわ

 初
は づ き

妃先生
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故 
清し

水み
ず 
政ま
さ

則の
り 

さ
ん（
藤
橋
）

令
和
６
年
１
月
21
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

清
水
政
則
さ
ん（
藤
橋
）が
叙
位（
正
六
位
）を

受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
４
月
、
旧
徳
山

村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
昭
和
62
年
４

月
の
旧
藤
橋
村
へ
の
編
入
合
併
後
は
藤
橋
村

議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
17
年
の
町
村
合
併

後
は
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し
て
、
通
算
13

期
38
年
８
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
11
月
、
地
域
住
民
の
推

挙
に
よ
り
藤
橋
村
長
に
初
当
選
し
、
平
成
17

年
１
月
の
町
村
合
併
ま
で
の
３
年
２
か
月
間

在
職
し
村
政
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
と
と
も
に
、
揖
斐
郡
１
町
５
村
の
町

村
合
併
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
平
成
17
年

１
月
の
新
揖
斐
川
町
の
誕
生
に
多
大
な
貢
献

を
い
た
だ
き
、
今
回
の
叙
位
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
多
大
な
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

叙
位（
正
六
位
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た▲清水さんのご家族へ伝達が

行われました

●
瑞
宝
双
光
章

　

桑く
わ

原ば
ら 

隆た
か

一か
ず 

さ
ん（
𦙾
永
）

こ
の
た
び
、
学
校
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
桑
原
隆
一
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長
よ
り

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桑
原
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に
可
児
郡
御
嵩

町
・
共
和
中
学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

大
垣
市
の
中
学
校
で
勤
め
ら
れ
て
か
ら
、
教

育
事
務
所
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
県
美

術
館
等
、
幅
広
く
教
育
行
政
に
携
わ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
養
老
町
立
日
吉
小
学
校
の

校
長
を
務
め
ら
れ
、
西
濃
教
育
事
務
所
課
長

職
を
経
て
、
最
後
に
揖
斐
川
町
立
小
島
小
学

校
長
と
し
て
、
平
成
８
年
３
月
定
年
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
退
職
後
に
は
坂
内
村
教
育
長
を

務
め
ら
れ
、
長
年
に
渡
り
、
学
校
教
育
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

▲叙勲を受章された桑原さん

●
瑞
宝
双
光
章

故 

林は
や
し　

毅き

郎ろ
う 

さ
ん （
極
楽
寺
）

令
和
６
年
２
月
21
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

林
毅
郎
さ
ん（
極
楽
寺
）が
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
４
月
に
揖
斐
郡
徳

山
村
立
徳
山
小
学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ

れ
、
横
蔵
中
学
校
や
池
田
中
学
校
、
春
日
中

学
校
、
揖
東
中
学
校
と
、
揖
斐
郡
内
の
中
学

校
教
諭
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
谷
汲
中
学
校

で
教
頭
を
務
め
ら
れ
た
後
、
西
濃
教
育
事
務

所
管
理
主
事
の
職
を
経
て
、
昭
和
62
年
４
月

に
校
長
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
関
ケ
原
北

小
学
校
、谷
汲
小
学
校
で
校
長
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
８
年
３
月
に
大
野
町
立
大
野
中
学
校
で

定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
揖
斐
郡
の
学
校
教

育
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た▲林さんのご家族へ

　伝達が行われました

３
月
31
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
は
な
も
も
」で
揖
斐
川
町
消
防
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

64
人
が
新
し
く
消
防
団
に
加
わ
り
、
代
表

者
が
野
原
消
防
団
長
か
ら
辞
令
を
受
け
、
団

員
と
し
て
の
心
構
え
を
宣
誓
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
54
人
が
退
団
し
、
31
人
が
昇
任
し

ま
し
た
。

長
年
、
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方

へ
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。（
敬
称
略
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章　

分
団
長　

勇　

久
彦

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

精
績
章　
　
　
　

副
団
長　

長
柄　

秀
幸

ま
た
、３
月
31
日
を
も
っ
て
揖
斐
川
町
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
、
町
長
よ
り
小
寺
富

喜
子
会
長
に
特
別
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、「
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
一
員

と
し
て
引
き
続
き
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
辞
令
交
付
式

▲辞令交付式の様子
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▲寄贈されたシルバーカー ▲横断旗を寄贈した
揖斐川ライオンズクラブの皆さん

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

❖�第20回都道府県対抗全日本中学生
女子ソフトボール大会 出場
　大垣ミナモジュニア 所属
　佐

さ

竹
たけ

まりあさん（谷汲中学校２年）

❖�第13回東海ブロックジュニアドッジ
ボール選手権大会 出場
　�第33回春の東海ブロック選手権大
会 出場
　SOUL MAX 池田 所属
　梅
うめ

村
むら

　煌
こう

大
た

さん（小島小学校４年）

❖�第35回都道府県対抗全日本中学生ソ
フトテニス大会 出場
　Gifu Ted 所属
　大

おお

野
の

　柚
ゆず

芽
か

さん（揖斐中学校２年）

❖�第35回都道府県対抗全日本中学生ソ
フトテニス大会 出場
　Gifu Ted 所属
　佐

さ

藤
とう

　梨
り

南
な

さん（揖斐中学校２年）

あ
た
た
か
い
善
意

３
月
18
日（
月
）、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
様
か
ら
、
横
断
旗
１
０
０
本
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◇
シ
ル
バ
ー
カ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

３
月
６
日（
水
）、
岐
阜
放
送
に
よ
る
テ
レ

ビ
特
別
番
組「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル

２
０
２
４
」
に
お
け
る
協
賛
金
の
中
か
ら
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
岐
阜
県
下
の
全
市
町

村
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
１
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
1
階

玄
関
に
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の

際
に
は
窓
口
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
館
収
蔵
品
展
・
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ

ン
タ
ー
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
連
携

企
画
展
中
村
遺
跡
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

館
収
蔵
の
絵
画
や
軸
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
連
携
企
画
と

し
て
、
中
村
遺
跡（
日
坂
）を
紹
介
し
ま
す
。

■
会
場　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
第
１
展
示
室

■
期
間　

５
月
25
日（
土
）～
６
月
30
日（
日
）

古
文
書
解
読
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　

崩
し
字
の
成
り
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
し
、

そ
の
古
文
書
の
書
か
れ
た
歴
史
背
景
ま
で
を

理
解
し
な
が
ら
、
初
心
者
で
も
基
本
的
な
崩

し
字
が
読
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
古
文
書

解
読
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
場
所　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
棟

■
期
間　

５
月
11
日（
土
）～
10
月
５
日（
土
）

※�

毎
月
１
回（
６
月
か
ら
は
第
１
土
曜
日
）

（
全
６
回
）

■
時
間　

14
時
～
16
時

問
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　ホームタウンデーとは、試合会場で町のPRや特産品の販売などを実施し、来場される大勢のサポーターの皆さんへ
地域の魅力を発信するイベントです。この機会にぜひお越しください。

を応援しよう！ 揖斐川町ホームタウンデー ６月２日（日）開催！！
ＦＣ岐阜  VS  FC琉球

揖斐川町役場でチケット配布などは行いません。岐阜フットボールクラブ（℡ 058-231-6811）までお問合せください。

先着500名を無料でご招待！
～「感動を共にチケット」（ともチケ）のご案内～

　ホームタウンデー特典として、町内にお住まいの方先着500名
を無料でご招待します。観戦をご希望の方は、FC岐阜公式ホー
ムページまたは二次元コードよりお申込みいただいた
のち、試合当日「インフォメーションブース」にてチ
ケットの引換を行ってください。

小学生以下限定！全ホーム戦観戦無料！
～年間パスポート（夢パス）のご案内～

　小学生以下のお子様は、FC岐阜全ホーム戦を無料
で観戦していただけます。ご希望の方は、FC岐阜公
式ホームページまたは二次元コードよりお
申込みいただいたのち、試合当日「夢パス
ブース」にて引換を行ってください。

会場：長良川競技場　一般入場開始：17時30分　キックオフ：19時
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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日
　　　　　　図書整理日（5 月 24 日）
　　　　　　※ゴールデンウィークに伴う休館日（5 月7 日）

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

KAPLAであそぼう！
木製のブロック「カプラ」は、1種類のブロック
を積み重ねて、色々なものを作ることができます。
親子で挑戦してみませんか。

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　5月4日（土）・5月18日（土）
	 5月25日（土）　10:30～
【谷汲図書館】
▶日時　5月11日（土）10:30～

元天才子役・生崎と、炎上系俳優・笹岡。性格は真
逆だが、同じように親を憎み、家族を呪い、「家族を
大事に」というこの国が許せない。高校の文化祭で戦
争の惨劇を演じたふたりは…。

 『文藝』掲載を単行本化。

機内食を選ぶときも、道ばたでの転倒にも作法が
あった!? 浮き世をサバイブしてきた賢者9名が惑い、
うろたえ、発見する、マナーのエッセイ 100 篇。『読
売新聞』夕刊連載を単行本化。

しっぽりと楽しみたい神戸レディススパ、新感覚を
味わいたいスパメッツァ仙台竜泉寺の湯…。著者が偏
愛するサウナ、全国 37 施設をカテゴリに分けてイ
ラストで紹介する。

インスタグラム掲載を加筆し書籍化。

●�生きる演技

●�ゆれるマナー 　

●�偏♥愛サウナめぐり
　みっちりイラストでひたる37施設

一般書

もうすぐ春です。きつねのロッソは、冬のあいだ会
えなかった友だちの、ヤマネのクイックとまた遊べる
のがうれしくてたまりません。　　　

でもロッソには秘密があったのです…。
「きみにおやすみをいうまえに」の続編。

読むと「山に行きたくなる !」「山が 10 倍楽しく
なる !」本。山や登山、森林、生きものについて、豊
富な写真とイラストで解説する。全国のおすすめ山歩
コース 20 選も掲載。

力くらべをしに、列車に乗ってやさいばたけへ出か
けた、すし力士たち。初めての列車にみんなわくわく。
やがて駅に到着すると、大勢のやさいたちがお出迎え。
あいさつがわりに、みんなでおしくらまんじゅうを始
めると…。

●はるにきみがめざめたら 

●おもしろすぎる山図鑑 

●どすこいすしずもう やさいばたけでおおあばれ!

ジョルジョ・ヴォルペ 作，パオロ・プロイエッティ 絵

ひげ隊長 作

 アン マサコ 作

絵　本

児童書

町屋 良平 著

青山 七恵 著

浜竹 睦子 著

今月のおすすめ　～新着図書紹介～今月のおすすめ　～新着図書紹介～
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～子育て支援センターには楽しいことがいっぱい～～子育て支援センターには楽しいことがいっぱい～

５月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
憲法記念日憲法記念日

4
みどりの日みどりの日

5
こどもの日こどもの日

6
振替休日振替休日

7 8
出前保育
（北方公民館）

9
ピアノ演奏会

10 11

12 13
発育測定

14 15 16
年齢別交流
りんごグループ

17
年齢別交流
いちごグループ

18
開館日

19 20 21
年齢別交流　　
さくらんぼグループ

22
出前保育
（久瀬公民館）

23
音楽のひろば
ハーモニー

24 25

26 27
ヨガ教室

28
ハローワーク大垣
～マザーズコーナー
　巡回相談～

29
おさんぽ会
（春日地区）

30
リコーダー演奏会
誕生会

31

�

～
た
に
ぐ
み
幼
児
園
～

　
子
ど
も
達
は
絵
本
が
大
好
き
で
、
毎
日
の
読
み
聞
か

せ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
年
長
児
は
怖
い
話

が
大
好
き
で
す
。「
き
ょ
う
の
は
こ
わ
か
っ
た
ぁ
」「
あ

し
た
は
な
に
か
な
ぁ
」
と
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
お
化
け
の
話
を
読
ん
だ
時
の
保
育
士
の

何
気
な
い
『
お
ば
け
屋
敷
や
っ
て
み
る
？
』
と
い
う
言

葉
か
ら
「
お
も
し
ろ
そ
う
！
」「
こ
わ
い
お
ば
け
つ
く
っ

て
み
た
い
！
」
と
話
が
膨
ら
み
、
み
ん
な
で
お
ば
け
屋

敷
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
何
を
使
っ
て
作
る
か
、
ど
う
い
う
お
化
け
を
作
り
た

い
か
、
ど
ん
な
お
化
け
に
な
り
た
い
か
な
ど
を
考
え
、

イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
達
自
身
で
考

え
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
作
り
始
め
ま
し
た
。
作
っ
て
い

て
困
っ
た
所
は
保
育
士
に
相
談
し
た
り
、
友
達
同
士
で

話
し
合
っ
た
り
し
て
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
お
ば
け
屋

敷
が
完
成
し
、
早
速
お
ば
け
屋
敷
ご
っ
こ
を
し
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
笑
っ
て
楽
し
ん
だ
子
も
い
た
中
、

「
み
ん
な
が
こ
わ
か
っ
た
ぁ
」と
泣
い
た
子
も
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
他
の
ク
ラ
ス
の
子
達
に
も
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
最
後
に
は
保
育
参
観
で
保
護
者
に
も
体
験
し

て
も
ら
い
、
子
ど
も
達
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
絵
本
が
き
っ
か
け
で
、活
動
が
こ
こ
ま
で
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
に
驚
く
と
同
時
に
、
自
分
達
か
ら
進
ん
で
取
り

組
む
力
が
育
っ
て
き
た
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
子
ど
も
が
何
に
興
味

を
も
ち
、
ど
う
感
じ
た
か
を
見
逃
さ
ず
捉
え
る
こ
と
は
、

子
育
て
を
す
る
上
で
も
と
て
も
大
切
で
す
。
子
ど
も
の

『
や
り
た
い
・
や
っ
て
み
た
い
』『
ど
う
す
る
と
い
い
だ

ろ
う
』
と
い
っ
た
主
体
性
が
育
つ
よ
う
に
見
守
り
な
が

ら
、『
で
き
た
！
』『
で
き
な
か
っ
た
。
く
や
し
い
』
な

ど
、
色
々
な

気
持
ち
や
経

験
が
で
き
る

よ
う
に
保
育

を
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）に関する
あらゆる相談窓口です。一人で悩まないで気軽にご相談ください。

◎�育児相談は毎日、子育て支援センターで
直接受け付けています。

・�行事等中止になる場合もありますので、
お気軽にお問い合せください。

揖斐川
揖斐川町上南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

りんごグループ（2021.4.2～2022.4.1）
 いちごグループ（2022.4.2～2023.4.1）

さくらんぼグループ（2023.4.2～2024.4.1）
ひよこグループ（2024.4.2～および妊婦さん）

　同じ年に生まれたお子さんと親さんの交流「年齢別交流」が始まります。お
子さんの育ち、毎日の育児で疑問に思うこと、困ったことはありませんか。悩み
を持つ親さんは少なくないと思います。交流に参加して、色んな親さんとお話し
しましょう。楽しい子育てとなるように、職員もお手伝いさせていただきます。

「年齢別交流ってなにかな？」「年齢別交流ってなにかな？」

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jphttp://www.ibi ‐ youchien.ed.jp

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　毎月第２水曜日
　時間：10：00~11：00
　※雨天の場合は中止とさせていただきます。
◎揖斐幼稚園の開放日
　5月15日（水）
　直接幼稚園へお申込みください。
　℡22-6008（当日可）
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。～子育て支援センターの紹介～

ありがとうの会ありがとうの会　　～ボランティアさんありがとう～～ボランティアさんありがとう～
　支援センターでは、ボランティアさんに行事の託児や畑のお世話などのお手伝いをしていただいています。令和　支援センターでは、ボランティアさんに行事の託児や畑のお世話などのお手伝いをしていただいています。令和
５年度もたくさんお手伝いしていただき、楽しい行事を行うことができました。感謝の気持ちを伝えるために“あり５年度もたくさんお手伝いしていただき、楽しい行事を行うことができました。感謝の気持ちを伝えるために“あり
がとうの会”をしました。楽器、ピアノの演奏を聞いたり、一緒に体操やゲームをしたりと楽しい時間を過ごすことがとうの会”をしました。楽器、ピアノの演奏を聞いたり、一緒に体操やゲームをしたりと楽しい時間を過ごすこと
ができました。令和６年度もセンターのお手伝いをしてくださるボランティアさんを募集しています。ご連絡お待ができました。令和６年度もセンターのお手伝いをしてくださるボランティアさんを募集しています。ご連絡お待
ちしています。ちしています。

  

　入園・進級など新しい生活が始まり1か月が経ちます。お子さんの生活リズムはいかがですか？この機会にぜひ、親
子で生活リズムを見直し、整えていきましょう。遅寝・遅起きのお子さんは、まず「早起き」から取り組んでみると
いいですよ。
　そして毎日、育児や家事、お仕事と一生懸命な皆さん!!年に1度、健康診断を受けていますか？揖斐川町では、19歳
～39歳の健診を受ける機会のない人を対象に、ヤング健診を実施しています。お子さんと一緒に健康に過ごすため、
毎年の受診によって自分の体の変化を知り、生活習慣を振り返ってみてください‼
　詳しくは次項でご確認ください。

ヤング健診を受けませんか？？子育てちゃんねる

ありがとう♪はいどうぞ♪

有

料

広

告

欄

　
■
対
象
児
童

　
町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
の
児
童

の
内
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
情
で
、
昼
間
に

児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
家
庭
の
児

童
で
、
左
記
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②�

就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）が
昼

間
留
守（
８
時
か
ら
15
時
以
降
ま
で
）と
な
る
児

童
で
開
設
場
所
ま
で
児
童
を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間
・
時
間
　

・�

令
和
６
年
７
月
22
日（
月
）～
８
月
27
日（
火
）

　�（
土
・
日
・
祝
日
、
8
月
13
日
～
8
月
15
日
は

除
く) 

・
８
時
～
18
時　

■
利
用
料
金

・
利
用
料　
９
０
０
０
円(

７・８
月
利
用)

　
４
５
０
０
円(

ひ
と
月
の
み)　

・
保
険
料　
３
０
０
円

　

�

利
用
料
・
保
険
料
は
９
月
２
日(

月)

に
口
座
振

替
し
ま
す

・�

別
途
「
お
や
つ
代
」
と
し
て
８
０
０
円
が
必
要

で
す

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法
　

①�

入
室
希
望
者
…
子
育
て
支
援
課
窓
口
ま
た
は
各

留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書
類
を
入
手
い
た

だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
子
育
て
支
援

課
窓
口
へ
提
出

②�

既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希
望
調

査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間

・�
５
月
13
日（
月
）～
５
月
20
日（
月
）の
平
日　
８

時
30
分
～
17
時
15
分

■
そ
の
他

・�

毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す
る
春
日
小
学
校

内
で
の
留
守
家
庭
児
童
教
室
に
つ
い
て
は
、
別

途
ご
案
内
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　
℡
２
２

－

２
７
９
１

令
和
６
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）の
入
室
申
請
に
つ
い
て
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令和6年度　ヤング健康診査のご案内令和6年度　ヤング健康診査のご案内

 １年に１度は健診を受けて、自分の健康状態を確認しましょう！ 

☆対 象 者：揖斐川町に住民票を有する19～39歳の方
☆料　　金：500円
☆健診内容：�問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定、尿検査（蛋白・糖・潜血・尿中塩分濃度）、

血液検査（肝機能・脂質・クレアチニン・尿酸・ヘモグロビンＡ１ｃ・貧血）
※女性で生理中の方は、尿検査が出来ません。後日、揖斐川保健センターで実施します。
※健診を受けられた方全員に、後日、個別での結果説明を実施します。説明時間は30分程です。

☆健診日程：
【集団健診】

月　　日 受　付　時　間 場　　所

６月11日（火） 9：00～12：00
13：30～15：00 揖斐川保健センター

６月22日（土）

⇒受診者の結果を見ると、若くても健診結果に異常がある人が多いという事がわかります。

健幸ポイント
対象事業

　揖斐川町では、19歳～39歳の健康診断を受ける機会のない方を対象にヤング健康診査を実施します。
　「若いから大丈夫」と思っていても、実は生活習慣病の芽が隠れているかもしれません。
　ぜひ、この機会に健康診査を受けて、病気の発症予防と早期発見に繋げましょう！

～『若い』からこそ、生活習慣病の予防をはじめませんか？～～『若い』からこそ、生活習慣病の予防をはじめませんか？～

 

19.8% 13.2% 18.2% 30.6% 18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ヤング健診受診者 結果判定

要注意,37 人要経過観察,22 人 

軽度異常 

16 人 異常なし 24 人 要精検,22 人 

☆申し込み方法：�集団健診、個別健診どちらの場合も、揖斐川保健センターまで
　　　　　　　　お電話または下記２次元コード、URLからお申込みください。
　　　　　　　　TEL：0585-23-1511
　　　　　　　　URL：https://logoform.jp/form/PdPX/234058

※6月11日（火）は子宮頸がん検診（要予約）も実施しています。ぜひご予約ください。

【個別健診】

期 間 令和６年８月１日（木）～12月28日（土）

場 所 岐阜健康管理センター大垣健診プラザ（大垣市大井3-21-9）

※詳細は、申込受付後に送付する案内用紙をご確認ください。

≪ R5　ヤング健康診査　結果≫
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　「むし歯」と「歯周病」は、歯を失う原因だけでなく、全身の健康状態にも影響します。
　定期的に歯科医院を受診し、口腔内から体を健康にしていきましょう！
　ぜひ、町の歯周病検診をご利用ください。

【対 象 者】　19～74歳（揖斐川町に住民票のある方）
【自己負担金】　500円（検診料は、3,000円のうち、2,500円は町が負担します）
　　　　　　　※生活保護世帯で受診を希望される方は、事前に連絡をお願いします。

【実 施 期 間】　令和6年4月１日（月）～令和7年２月28日（金）
【実 施 場 所】　揖斐郡内の指定歯科医療機関
　　　　　　　（ご希望の医療機関に事前予約をして、診療時間内に受診してください）
　　　　　　　※�指定歯科医療機関については、右記二次元コードを読み取りご確認いただく

か、かかりつけ歯科医または揖斐川保健センターまでお問い合せください。
【内 容】　問診、口腔内診査、検診結果の判定、ブラッシング指導
　　　　　　　※口腔内の清掃や治療を行う場合は別途料金が発生しますのでご了承ください。

【案内について】　令和５年度に受診された方、節目年齢（19・20・30・40・50・60・70歳）の方へは案内
を送付します。受診希望の方は直接医療機関へ予約をお願いします。

お問い合せ：揖斐川保健センター　℡0585-23-1511
★75歳以上の方は、ぎふさわやか口腔健診をご利用ください。（お問い合せ：住民生活課　℡22-2786）

年に１回、歯周病検診を受けましょう！ 健幸ポイント
対象事業

公益社団法人地域医療振興協会　いびがわ診療所　所長　西脇健太郎（医師）
　今月から町立診療所の医師が担当するリレーエッセイがスタートすることになりました。町民の皆さん
に向けた医療・介護など健康に役立つこと、各診療所の情報などをお届けしていく予定です。
　第１回目は、昨年11月に開設されたいびがわ診療所所長の西脇健太郎が担当させていただきます。
　旧揖斐厚生病院が町外に移転することが発表された際、医療へのアクセスが低下する「谷間」ができる
のではないかと危惧された方も多かったことと思います。すべての科の専門医を揃えた総合病院と全く同
じ医療を診療所として提供することは極めて困難です。そこで、診療科を問わず、すべての年代の方を対
象とし、全体を診ることを得意とする総合診療ができる医療体制を整えました。皆様が安心してこの地域
に住み続けることができるように職員一丸となって診療に取り組んでおります。在宅医療について特に力
を入れ、山間部の診療所とも連携しつつ町全域へ提供させていただき、住み慣れた地域で最期までお過ご
しいただけるよう取り組んでおります。
　次回７月号では、谷汲中央診療所の風呂井学医師が、いびがわ診療所に新たに導入した胃と大腸の内視
鏡による検査の紹介をする予定です。

対象年齢が広がりました！！

▲西脇健太郎医師▲いびがわ診療所の外観

今回の担当は 診療所ドクターリレーエッセイ　いびがわ診療所のご紹介
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令和６年第２回揖斐川町議会定例会が、３月１日から８日までの８日間の会期で開催されました。
１日の定例会初日の本会議で、議長および副議長の選挙が行われました。
続いて町長から、令和６年度予算案をはじめ51議案の提案説明がされ、このうち６議案が可決・同意

され、残りの議案の審査は各常任委員会、予算特別委員会に付託されました。
４日には総務文教および民生建設の各常任委員会が、５日には議員全員で構成する予算特別委員会が

それぞれ開催され、付託された議案の審査が行われました。
７日の本会議では、９名の議員が一般質問を行いました。
８日の定例会最終日の本会議では、付託された45議案の審査結果が各委員長から報告され、採決の結

果いずれも原案のとおり可決されました。また、町長から追加提出された人事案件１件および議員提出
の「揖斐川町議会議員の請負の状況の公表に関する条例」についても可決されました。

本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第２回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
長
の
専
決
処
分
事
項
に
関
す
る

条
例

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
権

限
に
属
す
る
軽
易
な
事
項
で
、
町
長
が
専

決
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
項
を
指

定
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
引
用

す
る
法
の
規
定
に
条
ず
れ
が
生
じ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
育
児

休
業
中
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
勤

勉
手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
、
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

重
大
な
災
害
の
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
現
場
で
の
業
務
に
従
事
し
た

際
に
、
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
で
き
る
よ

う
、
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
対
し
勤
勉
手
当
を
支
給

で
き
る
よ
う
、
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
籍
地
以

外
で
の
戸
籍
証
明
書
等
の
交
付
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
手
数
料
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
債
権
管
理
条
例

町
の
債
権
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

春
日
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
新
た
な
基

金
を
創
設
す
る
た
め
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
揖
斐
川
町
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
貝
月
森
林
総
合
利
用
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
総
合
利

用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
久
瀬
温
泉
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例
○
揖
斐
川
町
い
び
川
温
泉
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例

利
用
料
金
の
上
限
を
設
定
し
、
指
定
管
理

者
が
料
金
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
５
つ
の
条
例
に
つ
い
て
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
９
号
）

重
点
支
援
給
付
金
や
低
所
得
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
な
ど
の
事
業
で
増

額
す
る
一
方
、
事
業
内
容
の
確
定
や
入
札

差
金
に
よ
る
減
額
な
ど
、
全
体
で
８
，

５
５
０
万
円
を
減
額
す
る
補
正
予
算
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

保
険
給
付
費
等
交
付
精
算
金
17
万
円
を
増

額
す
る
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

保
険
料
お
よ
び
被
保
険
者
の
増
に
よ
り
、

１
，０
３
０
万
８
，０
０
０
円
を
増
額
す
る

補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

患
者
数
の
減
お
よ
び
医
薬
品
代
の
減
額
な

ど
に
よ
り
、
１
，２
０
０
万
円
を
減
額
す

る
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

作
業
路
開
設
工
事
の
入
札
差
金
や
工
事
内

容
の
変
更
に
よ
り
、
７
６
０
万
円
を
減
額

す
る
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

売
電
収
入
の
増
額
や
委
託
料
の
減
額
に
よ

り
、
農
業
集
落
排
水
事
業
へ
の
操
出
金
を

増
額
す
る
な
ど
、
２
２
０
万
円
を
増
額
す

○
揖
斐
川
町
藤
橋
温
泉
温
泉
ス
タ
ン
ド
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

老
朽
化
し
た
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
揖
斐
川
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
営
単
独
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

入
居
要
件
の
緩
和
を
行
う
た
め
、
３
つ
の

条
例
に
つ
い
て
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

損
害
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
を
引
き
上

げ
る
た
め
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
議
員

個
人
の
請
負
に
関
す
る
規
定
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
議
員
の
請
負
状
況
の
透

明
性
の
確
保
と
議
会
運
営
の
公
正
な
ど
を

図
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、12
の
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計

の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
の「
令
和
６
年
度

揖
斐
川
町
当
初
予
算
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

る
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
企
業
用
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

黒
田
・
市
場
地
内
造
成
事
業
に
係
る
測
量

調
査
設
計
費
１
，２
１
０
万
円
を
翌
年
度

に
繰
り
越
す
ほ
か
、
測
量
調
査
設
計
委
託

料
の
入
札
差
金
３
１
０
万
円
を
減
額
す
る

補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

小
水
力
発
電
特
別
会
計
か
ら
の
補
助
金

３
０
０
万
円
の
増
額
に
伴
う
歳
入
予
算
の

財
源
更
正
を
含
む
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

人
事
案
件

各
委
員
の
任
命
、
推
薦
の
同
意
お
よ
び
林

野
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
長

香
田　

静
夫
さ
ん（
池
田
町
）

○
人
権
擁
護
委
員

小
寺　

英
子
さ
ん（
小
島
）

亀
井　

尚
子
さ
ん（
島
）

○
教
育
委
員
会
委
員

松
井
乃
里
子
さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

○
足
打
谷
林
野
組
合
議
会
議
員

小
畑　

秋
司
さ
ん（
市
場
）

内
藤　

靖
雄
さ
ん（
瑞
岩
寺
）

林　
　

孝
芳
さ
ん（
春
日
六
合
）

○
樫
原
谷
林
野
組
合
議
会
議
員

所　
　

敏
明
さ
ん（
春
日
六
合
）

所　
　

久
善
さ
ん（
春
日
六
合
）

佐
名　

芳
夫
さ
ん（
春
日
六
合
）

林　
　

幸
雄
さ
ん（
市
場
）

内
田　
　

悟
さ
ん（
白
樫
）

岩
井　

長
夫
さ
ん（
黒
田
）

石
橋　

一
巳
さ
ん（
新
宮
）

窪
田　

高
広
さ
ん（
岡
）

細
野　

靖
雄
さ
ん（
和
田
）

○
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合

議
会
議
員

若
園　

敏
朗
議
員

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人 

大
和
社

会
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人 

揖
斐
川

町
社
会
福
祉
協
議
会

指
定
の
期
間　

�

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
も
み
の
木
）及
び
揖
斐
川
町
介
護
指
導
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人 

揖
斐
川

町
社
会
福
祉
協
議
会

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
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わ
な
い
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
Ｑ　

保
育
士
派
遣
業
務
委
託
料
の
減
額
理
由

は
。

Ａ　

保
育
士
４
名
を
派
遣
会
社
に
依
頼
し
た

が
、１
名
し
か
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

Ｑ　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
購
入
費
約

１
千
万
円
の
減
額
理
由
は
。

Ａ　

入
札
結
果
に
よ
る
不
用
額
。

Ｑ　

設
計
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る「
公

衆
ト
イ
レ
」の
場
所
と
内
容
は
。

Ａ　

冠
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
公
衆
ト
イ
レ

で
、設
置
位
置
や
水
源
を
設
計
す
る
も
の
。

Ｑ　

道
路
新
設
改
良
費
の
工
事
請
負
費
な
ど

の
減
額
理
由
は
。

Ａ　

財
源
と
し
て
い
る
国
庫
補
助
金
が
要
望

し
た
額
を
下
回
っ
た
た
め
。

予
算
特
別
委
員
会

本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
15
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
５
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
揖
斐
川
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

Ｑ　

戸
籍
等
の
証
明
手
数
料
は
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
る
の
か
。

Ａ　

全
国
共
通
の
額
。

Ｑ　
「
戸
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
」

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
関
係
は
。

Ａ　

戸
籍
ま
た
は
除
籍
を
確
認
す
る
た
め
の

符
号
で
あ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
関

係
な
い
。

○
揖
斐
川
町
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ　

条
例
中「
町
長
の
み
の
権
限
に
属
す
る

事
務
に
係
る
業
務
」と
は
。

Ａ　

指
定
管
理
者
の
業
務
か
ら
除
く
業
務

で
、
不
服
申
し
立
て
や
審
査
請
求
に
対
す

る
決
定
や
、
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
に

関
す
る
業
務
な
ど
。

○
揖
斐
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

Ｑ　

入
居
要
件
と
さ
れ
て
い
た「
連
帯
保
証

人
」を「
身
元
引
受
人
」に
改
め
る
と
あ
る

が
、
身
元
引
受
人
の
住
所
要
件
と
そ
の
責

務
は
。

Ａ　

入
居
要
件
を
緩
和
す
る
も
の
で
、
身
元

引
受
人
の
住
所
要
件
は
な
い
。
入
居
者
の

緊
急
時
の
連
絡
先
と
し
て
身
元
引
受
人
を

求
め
る
も
の
で
、
金
銭
債
務
の
負
担
は
負

○
揖
斐
川
町
春
日
観
光
案
内
所
兼
農
林
産
物

直
売
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

合
同
会
社 

い
び
は
る
商
舎

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

○
財
産
の
処
分

旧
坂
内
村
が
建
築
し
、
町
と
自
治
会
と
で

使
用
貸
借
契
約
を
結
び
、
自
治
会
に
よ
る

維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
坂
内
地
区
集

会
場
の
土
地
と
建
物
に
つ
い
て
、
契
約
書

の
規
定
に
よ
り
広
瀬
自
治
会
と
坂
本
自
治

会
に
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

○
土
地
の
取
得

借
地
解
消
お
よ
び
今
後
の
行
政
需
要
に
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
旧
町
民
プ
ー
ル

に
係
る
３
筆
を
取
得
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更

揖
斐
川
町
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）

デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
工
事
内
容
の
変
更
に

伴
い
、
１
，４
０
４
万
３
，７
０
０
円
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
前
の
契
約
金
額

　

１
０
億
１
，７
７
３
万
３
，２
０
０
円

変
更
後
の
契
約
金
額　

　

１
０
億
３
６
８
万
９
，５
０
０
円

総
務
文
教
常
任
委
員
会

本
会
議
で
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
11
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
４
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
揖
斐
川
町
長
の
専
決
処
分
事
項
に
関
す
る

条
例

Ｑ　

条
例
制
定
の
目
的
は
。

Ａ　

迅
速
か
つ
効
率
的
に
事
務
を
執
行
す
る

た
め
専
決
処
分
で
き
る
事
項
を
定
め
る
も

の
で
、専
決
す
る
前
に
は
議
会
に
説
明
し
、

後
の
本
会
議
で
承
認
を
受
け
る
。

○
揖
斐
川
町
債
権
管
理
条
例

Ｑ　

債
権
放
棄
の
適
正
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

体
制
は
。

Ａ　

債
権
放
棄
審
査
会
を
設
置
し
、
弁
護
士

を
加
え
て
適
正
化
を
図
る
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

養
老
線
管
理
機
構
へ
の
補
助
金
５
，

１
４
０
万
円
の
目
的
は
。

Ａ　

枕
木
、
信
号
機
、
券
売
機
等
の
更
新
費

用
を
構
成
市
町
が
同
額
程
度
補
助
す
る
も

の
で
、１
／
２
は
国
庫
補
助
金
を
見
込
む
。

民
生
建
設
常
任
委
員
会

本
会
議
で
民
生
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
20
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
４
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
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○
令
和
６
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
予
算

Ｑ　

土
地
取
得
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

対
象
者
５
名
中
３
名
は
令
和
５
年
度
で

完
了
。
残
り
２
名
と
交
渉
を
継
続
す
る
。

○
令
和
６
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
予
算

Ｑ　

公
有
地
化
率
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
末
で
93
・
74
％
。

○
令
和
６
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
予
算

Ｑ　

売
電
収
入
を
前
年
度
よ
り
減
額
で
見
込

ん
だ
理
由
は
。

Ａ　

小
津
下
辻
南
の
発
電
所
が
県
道
の
被
災

に
よ
り
約
半
年
間
稼
働
で
き
な
い
見
込
み

の
た
め
。

○
令
和
６
年
度
揖
斐
川
町
下
水
道
事
業
会
計

予
算

Ｑ　

現
在
の
加
入
率
と
今
後
の
加
入
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ　

町
全
体
で
61
・
04
％
。
宅
内
工
事
費
に

負
担
を
か
け
る
が
接
続
に
理
解
を
い
た
だ

く
よ
う
地
道
に
お
願
い
し
て
い
く
。

○
令
和
６
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算

総
務
部
関
係

 
Ｑ　

合
併
20
周
年
記
念
無
料
乗
車
券
補
助
金

の
目
的
と
内
容
は
。

Ａ　

養
老
鉄
道
、
樽
見
鉄
道
を
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
大
垣
駅
ま
で
の
往
復
無

料
乗
車
券
を
全
世
帯
に
配
布
し
、
鉄
道
利

用
の
動
議
づ
け
を
図
る
。

Ｑ　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
保
育
所

の
人
件
費
等
に
充
当
さ
れ
発
電
施
設
の
あ

る
地
域
に
恩
恵
が
な
い
の
で
は
。

Ａ　

今
後
は
ダ
ム
周
辺
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
活
用
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

Ｑ　

町
民
プ
ー
ル
解
体
工
事
費
２
億
５
千
万

円
は
規
模
の
割
に
高
額
で
は
。

Ａ　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
処

理
費
が
高
額
と
な
っ
た
。

Ｑ　

徳
山
会
館
給
水
施
設
調
査
の
内
容
は
。

Ａ　

冬
期
間
は
凍
結
の
た
め
取
水
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
閉
館
し
て
い
る
が
、
通
年
開

館
で
き
る
よ
う
給
水
施
設
調
査
を
行
う
。

住
民
福
祉
部
関
係

Ｑ　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
助
成
金
を
増
額

し
た
要
因
は
。

Ａ　

社
会
福
祉
協
議
会
の
基
金
を
運
営
費
の

一
部
に
充
て
て
い
た
が
、
基
金
残
高
が
減

少
し
充
当
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
町
の
助

成
を
増
額
し
た
。

Ｑ　

移
動
販
売
車
に
よ
る
買
物
弱
者
支
援
の

実
績
は
。

Ａ　

車
両
２
台
で
延
べ
５
０
２
日
稼
働
し
、

利
用
者
１
万
８
，
３
０
３
人
、
約
２
，

７
７
３
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
。

Ａ　

81
・
４
％
で
県
と
同
率
。

産
業
建
設
部
関
係

 
Ｑ　

地
域
資
源
マ
ッ
プ
作
成
業
務
と
地
域
資

源
活
用
推
進
事
業
の
内
容
は
。

Ａ　

令
和
６
年
に
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文

化
祭
を
機
に
、
春
日
地
域
の
薬
草
や
在
来

茶
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、　

こ
れ
ら
の
現
状
把
握
を
す
る
。

Ｑ　

町
の
木
造
住
宅
耐
震
化
率
は
。

Ａ　

約
60
％
で
全
国
平
均
の
81
％
を
下
回
る
。

Ｑ　

ド
ロ
ー
ン
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
職
員
が
操
縦
で
き
る
の
か
。

Ａ　

現
在
は
目
視
で
飛
ば
す
場
合
は
技
能
講

習
は
不
要
で
あ
る
が
、
今
後
は
必
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
職
員
が
講
習
を

受
け
る
際
の
補
助
金
も
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

未
利
用
材
搬
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

の
内
容
は
。

Ａ　

森
林
整
備
で
伐
採
し
た
木
材
が
搬
出
さ

れ
ず
に
山
中
に
残
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
災
害
時
に
流
出
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
搬
出
体
制
を
構
築
す
る
た

め
森
林
組
合
を
支
援
す
る
。

教
育
委
員
会
関
係

 

Ｑ　

清
流
の
国
ぎ
ふ
文
化
祭
実
行
委
員
会
へ

の
補
助
金
の
目
的
は
。

Ａ　

子
ど
も
歌
舞
伎
特
別
披
露
と
揖
斐
特
別

支
援
学
校
の
作
品
展
示
の
事
業
を
補
助
す

る
。

Ｑ　

揖
斐
川
地
域
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
内
容

は
。

Ａ　

休
日
の
部
活
動
を
地
域
移
行
す
る
た
め

の
補
助
金
で
、
事
務
職
員
１
人
の
人
件
費

と
指
導
者
33
人
の
謝
金
。

Ｑ　

坂
内
運
動
場
解
体
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
解
体
後
の
土
地
利
活
用
は
。

Ａ　

借
地
し
て
い
る
イ
ビ
デ
ン
に
返
還
す

る
。

Ｑ　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
の
薬
草
常
設

展
示
工
事
の
目
的
は
。

Ａ　

春
日
森
の
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る
薬

草
を
当
資
料
館
で
常
時
展
示
す
る
た
め
改

修
す
る
。



2024. 5  Public Information IBIGAWA 16

ト
と
し
て
、
本
庁
舎
や
各
地
区
備
蓄
庫
へ
重

点
配
備
す
る
一
方
、
孤
立
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
地
区
を
中
心
に
分
散
配
備
し
、
リ
ス
ク
分

散
を
図
る
。

⑦
能
登
半
島
地
震
で
の
効
果
検
証
も
参
考

に
、
通
信
事
業
者
各
社
が
計
画
し
て
い
る
非

地
上
系
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
調
査
し
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
通
信
環
境
の
確
保
を
検
討
し

た
い
。

⑧
町
の
水
道
管
耐
震
適
合
率
は
、
令
和
３
年

度
末
時
点
で
全
国
平
均
を
13
・
２
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
54
・
４
％
。
計
画
的
に
配
水
管
の
更

新
を
実
施
予
定
。

　

今
後
は
水
道
管
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
水

道
施
設
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
管
理
運
営

で
き
る
よ
う
、
令
和
６
年
度
は
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
資
産
管
理
）に
着
手
し
、
老
朽

管
の
改
修
や
各
施
設
の
耐
震
化
の
向
上
に
努

め
る
。

⑨
能
登
半
島
地
震
を
含
め
、
明
ら
か
に
な
っ

た
様
々
な
課
題
は
、
一
つ
一
つ
揖
斐
川
町
に

当
て
は
め
て
揖
斐
川
町
地
域
防
災
計
画
の
修

正
を
進
め
る
。
実
効
性
の
あ
る
計
画
は
即
座

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
防
災
対
策
に
努
め
る
。

平
井　
豊
司 

議
員

災
害
時
に
お
け
る
対
処
法
に
つ
い
て

①
平
成
18
年
７
月
に
締
結
し
た
北
海
道
芽
室

ここが聞きたい
一般質問

議員９名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。らせします。

質問の全文は
こちらから
ご覧ください。

※公式の会議録ではありません。

衣
斐　
良
治 

議
員

地
震
対
策
に
つ
い
て

今
年
の
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
町
と
し
て
、
も
っ
と
防
災
・

減
災
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

①
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
配
布
に
つ
い
て

②
耐
震
化
の
推
進
に
つ
い
て

ア 

耐
震
診
断
助
成
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事 

補
助
金
申
請
件
数
は
。

イ 

耐
震
化
率
は
。

ウ 

耐
震
化
率
が
低
い
原
因
と
対
策
は
。

エ 

防
災
ベ
ッ
ド
の
助
成
を
検
討
し
て
は
。

③
木
造
住
宅
密
集
地
区
の
火
災
対
策
に
つ
い
て

④
自
主
防
災
組
織
の
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
に

よ
る
伴
走
支
援
に
つ
い
て

⑤
自
治
会
の
集
会
場
な
ど
の
一
時
避
難
所
へ

の
備
蓄
・
防
災
備
品
等
の
助
成
等
に
つ
い
て

⑥
防
災
備
蓄
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

⑦
衛
星
回
線
を
活
用
し
た
情
報
通
信
手
段
の

確
保
に
つ
い
て

⑧
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

⑨
専
門
家
に
よ
る
検
証
・
総
点
検
と
実
行
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

町 

長
町
で
は
、
能
登
半
島
地
震
以
前
よ
り
、
手

押
し
井
戸
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
を
備

え
た
防
災
拠
点
の
整
備
を
進
め
、
令
和
６
年

度
は
大
和
地
区
に
町
内
３
か
所
目
と
な
る
拠

点
を
整
備
予
定
。
ま
た
、
現
在
被
災
地
で
は
、

避
難
所
等
と
医
療
機
関
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、町
に
お
い
て
も
、藤

橋
、
坂
内
地
区
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
証

実
験
も
行
う
。
能
登
半
島
地
震
で
見
え
て
き

た
様
々
な
課
題
へ
の
対
策
も
講
じ
て
い
く
。

①
能
登
半
島
地
震
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県
の

動
向
を
注
視
し
、
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
お
よ
び
再
配
布
を
検
討
す
る
。

②
ア 

過
去
10
年
間
の
合
計
で
、耐
震
診
断
が

44
件
、
耐
震
補
強
工
事
が
10
件
。

イ 

耐
震
化
率
は
、総
務
省
が
５
年
ご
と
に
実

施
す
る
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る

と
、平
成
30
年
の
全
国
平
均
が
81
％
に
対
し
、

町
が
60
％
。

ウ 

耐
震
化
率
が
低
い
の
は
、耐
震
補
強
工
事

費
が
高
額
な
の
に
対
し
、
町
の
補
助
限
度
額

が
30
万
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
要
因
と
考
え
、

今
回
、補
助
限
度
額
を
１
０
０
万
円
増
額
し
、

１
３
０
万
円
と
す
る
見
直
し
を
行
っ
た
。

エ 

防
災
ベ
ッ
ド
は
非
常
に
重
く
、床
の
補
強

や
２
階
で
は
利
用
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
防
災
商
品
は
ほ
か
に
も
あ
り
、

特
定
商
品
へ
の
補
助
制
度
創
設
は
公
平
性
を

欠
く
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
町
と
し
て
は
、
無
料
の
耐
震
診
断
や
耐

震
補
強
工
事
の
補
助
制
度
な
ど
、
広
く
周
知

し
た
い
。

③
住
宅
密
集
地
区
で
も
点
在
す
る
地
区
で

も
、
ま
ず
は
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い
こ
と

に
尽
き
る
。
各
家
庭
で
再
点
検
を
お
願
い
し

た
い
。

　

ま
た
、
断
水
時
の
消
火
活
動
に
備
え
、
１
，

５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
消
防
タ
ン
ク
車
を
配
備

し
、
さ
ら
に
、
狭
隘
な
道
路
環
境
へ
対
応
す

る
た
め
、
軽
自
動
車
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を

配
備
し
て
い
る
。

④
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
現
状
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
モ

デ
ル
地
区
を
つ
く
り
順
次
広
げ
て
い
く
よ

り
、
全
て
の
地
区
が
現
状
よ
り
１
歩
で
も
２

歩
で
も
前
へ
進
み
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
肝

要
。
令
和
６
年
度
の
区
長
研
修
会
で
は
岐
阜

大
学
の
能
島
暢
呂
教
授
を
招
き
、
災
害
時
の

初
動
対
応
に
つ
い
て
講
義
い
た
だ
く
。

⑤
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
増
額
す
る

と
と
も
に
、
補
助
対
象
を
拡
大
し
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
で
あ
れ
ば
備
蓄
品
・
防
災
備

品
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、各
地

区
の
避
難
所
環
境
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

⑥
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
町
で
は
孤
立
集

落
へ
の
物
資
輸
送
の
困
難
さ
を
重
く
捉
え
、

各
地
区
集
会
場
な
ど
へ
の
備
蓄
品
の
分
散
配

備
を
準
備
中
。
ま
た
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
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ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
事
故
が
起
こ
る

た
び
「
想
定
外
の
自
然
災
害
」
を
理
由
に
し

て
い
る
が
、
想
定
外
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。町
民
を
守
る
立
場
か
ら
、

危
険
な
原
発
の
廃
止
を
表
明
し
て
は
。

町 

長
原
発
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
の
ほ

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
環
境
政
策
を
包
括

し
た
問
題
で
あ
り
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
実

行
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
原
発
廃
止
を
問
う
よ
り
、
原
発
が
稼
働

す
る
限
り
、
い
か
な
る
場
合
も
住
民
の
安
全

を
確
保
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
ず
べ
き
と
考

え
る
。
引
き
続
き
国
に
対
し
確
実
な
安
全
対

策
を
強
く
要
望
す
る
。

ま
た
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
岐
阜
県
原
子

力
防
災
訓
練
で
は
、
令
和
４
年
度
に
集
落
の

孤
立
を
想
定
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
住

民
輸
送
訓
練
も
実
施
し
た
。
ほ
か
に
も
、
集

落
の
孤
立
対
策
と
し
て
、
坂
内
川
上
集
落
内

に
放
射
線
防
護
施
設
を
整
備
し
、
１
週
間
分

の
備
蓄
品
を
備
え
て
い
る
。

若
園　
敏
朗 

議
員

２
０
５
０
年
人
口
推
計
に
つ
い
て

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公

表
し
た
２
０
５
０
年
の
揖
斐
川
町
の
推
計
人

町
と
の
防
災
協
定
の
内
容
は
。
ま
た
、
ほ
か

の
市
町
村
や
企
業
と
の
防
災
協
定
の
締
結
状

況
は
。

②
避
難
所
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
を
想
定
し
た

備
品
や
、
子
ど
も
用
・
大
人
用
お
む
つ
な
ど

の
備
蓄
は
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し

た
食
料
の
備
蓄
は
。

③
障
が
い
を
持
つ
子
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
避
難
所
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
所
有
者
と
防
災
協
定
を
結
ん
で
は
。

町 

長

①
芽
室
町
と
の
災
害
時
等
相
互
応
援
協
定
の

内
容
は
、
車
両
、
機
械
、
食
料
、
飲
料
水
、

生
活
必
需
品
、
資
機
材
、
物
資
の
提
供
や
職

員
派
遣
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
斡
旋
な
ど

を
定
め
て
い
る
。
同
様
の
災
害
協
定
は
、
美

濃
市
、
滋
賀
県
長
浜
市
、
米
原
市
、
福
井
県

池
田
町
、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
と
も
締
結

し
て
い
る
。

　

企
業
と
の
災
害
協
定
は
、
コ
メ
リ
、
ユ
タ

カ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、
中
北
薬
品
、
Ｊ
Ａ
い
び

川
と
は
生
活
物
資
の
供
給
、
揖
斐
タ
ク
シ
ー

と
は
町
民
避
難
の
輸
送
支
援
、
三
宝
化
学
工

業
と
は
緊
急
避
難
所
と
し
て
の
利
用
や
食
品

等
の
提
供
、
大
垣
自
動
車
学
校
と
は
情
報
収

集
の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
と
操
縦
者
の
提
供
な

ど
、
14
の
企
業
と
締
結
し
て
い
る
ほ
か
、
町

内
郵
便
局
、
建
設
業
協
会
、
水
道
組
合
、
歯

科
医
師
会
、
郡
薬
剤
師
会
な
ど
と
も
締
結
し

て
い
る
。

②
国
の
「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等

を
参
考
に
、
子
ど
も
用
、
大
人
用
の
紙
お
む

つ
、
衛
生
用
品
、
粉
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、
感

染
症
対
策
備
品
な
ど
を
随
時
購
入
し
て
い

る
。
保
存
食
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
対
応
し
た

も
の
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
用
品

の
備
蓄
は
な
い
た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

③
避
難
生
活
が
困
難
な
、
例
え
ば
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
福
祉
施

設
へ
の
緊
急
受
入
れ
の
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
ま
た
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
な
ど
、
特
に
配
慮
が
必
要
な
方
の
避
難
所

と
し
て
、
谷
汲
旅
館
組
合
と
宿
泊
施
設
の
利

用
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

小
倉　
昌
弘 
議
員

ゴ
ミ
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て　

以
前
視
察
で
訪
れ
た
北
海
道
富
良
野
市

の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

不
燃
物
と
し
て
最
終
処
分
場
に
埋
め
ら
れ
て

い
た
ゴ
ミ
を
細
か
く
分
解
し
、
燃
や
せ
る
も

の
は
生
ご
み
と
一
緒
に
ペ
レ
ッ
ト
に
し
て
工

場
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
最
終
処

分
場
の
ゴ
ミ
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
町
で

も
西
濃
環
境
整
備
組
合
と
協
力
し
、
ゴ
ミ
を

資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
減

量
を
図
っ
て
は
。

ま
た
、
焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
に
利
用

し
て
は
。

町 

長
町
で
は
、
細
か
な
分
別
収
集
を
お
願
い

し
、
再
利
用
可
能
な
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト
等
の

購
入
補
助
制
度
に
よ
り
ゴ
ミ
の
減
量
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
西
濃
環
境
整
備
組
合
へ
搬
出

す
る
可
燃
ご
み
の
量
は
、
富
良
野
市
へ
視
察

さ
れ
た
平
成
23
年
度
の
４
，３
３
２
ト
ン
か

ら
、
令
和
４
年
度
に
は
３
，８
４
６
ト
ン
ま

で
削
減
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
西
濃
環
境
整
備
組
合
へ
搬
入
さ
れ

た
可
燃
ご
み
は
、
焼
却
後
約
60
％
が
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
材
料
と
し

て
資
源
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ミ
焼
却

時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
温
水
プ
ー
ル
や
冷
暖

房
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
。

焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
へ
の
利
用
に

つ
い
て
は
、西
濃
環
境
整
備
組
合
に
お
い
て
、

老
朽
化
し
て
い
く
施
設
の
更
新
に
合
わ
せ
発

電
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

原
発
の
廃
止
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
は
福
井
県
の
原
発
か
ら
30
キ
ロ

圏
内
に
あ
り
、
毎
年
原
発
事
故
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
路

が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
は
。
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口
は
９
，０
３
３
人
で
し
た
。

①
こ
の
推
計
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

②
２
０
５
０
年
に
お
け
る
持
続
可
能
な
揖
斐

川
町
の
将
来
人
口
・
人
口
年
齢
構
成
へ
の
考

え
は
。

③
町
長
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
や

人
口
減
少
対
策
事
業
は
。

町 

長

①
現
時
点
の
推
計
値
と
し
て
、
一
つ
の
目
安

と
捉
え
て
い
る
が
、
確
実
に
人
口
は
減
少
し

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

②
自
治
体
の
存
続
は
人
口
如
何
で
破
綻
す
る

の
で
は
な
く
、
財
政
基
盤
の
破
綻
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
持
続
可
能
な
町
を
目
指
す

に
は
、
身
の
丈
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
、
町

の
運
営
を
行
う
こ
と
に
尽
き
る
。

③
将
来
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
旧
揖

斐
厚
生
病
院
跡
地
を
利
用
し
た
医
療
、福
祉
、

健
康
の
複
合
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
水
道

事
業
で
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入

し
、
今
後
の
人
口
減
少
や
給
水
量
の
減
少
を

見
据
え
た
水
道
や
施
設
の
あ
り
方
を
身
の
丈

に
合
っ
た
も
の
に
し
て
い
く
。
将
来
を
見
据

え
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
で
、
既
に
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

若
園　
敏
朗 

議
員

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

を
開
催
で
き
れ
ば
揖
斐
川
町
を
全
国
へ
発
信

す
る
最
強
の
ツ
ー
ル
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
に
人
口
が
９
，

０
０
０
人
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
歯
止
め

を
か
け
る
ア
イ
テ
ム
に
な
り
得
る
。

町
長
は
昨
年
の
大
会
時
に
、
近
い
将
来
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
を
復
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
発
言
さ
れ
た
が
、近
い
将
来
と
は
。
ま
た
、

復
活
ま
で
の
構
想
は
。

町 

長
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
マ
ラ
ソ
ン
、

ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く
町
民
に
も
支
持
さ
れ

る
マ
ラ
ソ
ン
を
こ
れ
か
ら
人
口
も
財
政
規
模

も
縮
小
し
て
い
く
中
で
ど
う
継
続
し
て
い
く

か
、
安
心
安
全
な
コ
ー
ス
を
ど
う
確
保
す
る

か
課
題
も
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催

に
つ
い
て
、
５
パ
タ
ー
ン
の
代
替
コ
ー
ス
を

検
討
し
て
い
る
が
、
新
コ
ー
ス
設
定
に
は
多

く
の
課
題
解
決
が
必
要
で
あ
り
、
復
活
時
期

を
明
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
で
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
こ
れ
ま

で
30
回
以
上
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
過
去
30

年
間
町
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

２
０
５
０
年
に
は
１
万
人
を
割
ろ
う
と
し
て

い
る
。
多
く
の
予
算
や
労
力
を
費
や
し
て
開

催
す
る
マ
ラ
ソ
ン
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
町

を
救
う
ど
こ
ろ
か
将
来
の
町
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

た
だ
闇
雲
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
再
開
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
現
実
を
見
据
え
た
、

将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た
マ
ラ
ソ
ン
の

あ
り
方
を
模
索
し
、
持
続
可
能
な
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

地
域
防
災
に
お
け
る
防
災
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ

の
導
入
と
活
用
に
つ
い
て

防
災
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ
は
、
災
害
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
・
共
有
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
点
検
記
録
や
出
動
報
告
と
い
っ
た

平
時
の
情
報
も
管
理
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し

た
防
災
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
り
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
や
混
乱
の
抑

制
、
消
防
・
防
災
活
動
や
救
急
活
動
の
体
制

強
化
、
ま
た
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

負
担
軽
減
を
図
っ
て
は
。

町 

長
災
害
の
発
生
は
予
測
が
困
難
で
、
特
に
地

震
の
被
害
は
同
時
多
発
的
に
発
生
し
、
情
報

収
集
と
集
約
に
は
大
変
な
労
力
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

防
災
ア
プ
リ
は
、
地
図
上
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
火
災
現
場
、
消
火
栓
等
の
水
利
、
車
両

の
位
置
が
表
示
で
き
、
平
時
は
水
利
の
点
検

記
録
を
入
力
す
る
こ
と
で
管
理
台
帳
の
更
新

や
、
団
員
の
訓
練
や
出
動
情
報
の
集
約
も
可

能
と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。

池
田
町
を
は
じ
め
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

い
る
市
町
村
か
ら
特
徴
や
有
効
性
の
情
報
を

収
集
し
、
国
・
県
等
の
補
助
金
の
活
用
も
含

め
費
用
対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
導
入
に

向
け
検
討
す
る
。

平
野　
大
介 

議
員

揖
斐
川
町
の
労
働
力
確
保
に
つ
い
て

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
・
人
材
不
足
、
光
熱
費
や
人
件
費
の
高
騰

に
よ
り
採
用
を
控
え
て
い
る
企
業
が
あ
る
中

で
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

①
企
業
説
明
会
に
出
展
す
る
町
内
企
業
に
対

し
補
助
金
を
出
し
て
は
。
ま
た
は
、
企
業
説

明
会
を
町
や
商
工
会
が
主
催
し
、
町
内
や
郡

内
企
業
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
揖
斐
と
合
同
で

行
っ
て
は
。

②
保
育
士
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
を
町
内
産

業
に
関
連
す
る
業
種
へ
拡
充
し
て
は
。

町 

長

①
西
美
濃
３
市
９
町
で
構
成
す
る
西
美
濃
創

生
広
域
連
携
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
企
業

展
出
展
企
業
に
は
交
通
費
を
、
就
職
情
報
サ

イ
ト
掲
載
企
業
に
は
掲
載
費
を
補
助
す
る
事



19 Public Information IBIGAWA  2024. 5

業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
企
業
も

参
加
し
て
い
る
地
域
内
へ
の
就
職
を
目
的
と

し
た
「
リ
ア
ル
大
垣
合
同
企
業
展
事
業
」
も

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

　

一
方
、
揖
斐
高
校
で
は
、
年
間
20
日
間
実

際
の
職
場
で
働
く
「
デ
ュ
ア
ル
実
習
」
を
実

施
し
て
お
り
、
卒
業
後
に
実
習
先
の
町
内
企

業
へ
就
職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
企
業
に
対
し
、
商
工
会
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
デ
ュ
ア
ル
実
習
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
。

②
保
育
士
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
は
、
保
護

者
か
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

町
職
員
で
あ
る
保
育
士
確
保
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
町
内
の
様
々
な
業
種
へ

対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
業
種
の
幅
広
さ

や
債
権
回
収
へ
の
リ
ス
ク
も
あ
り
現
実
的
に

は
厳
し
い
。

　

し
か
し
、
労
働
力
確
保
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
た
め
、
新
た
な
補
助
制
度
な
ど
検
討
し

た
い
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

小
規
模
自
治
会（
町
内
会
）の
再
編
に
つ
い
て

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
自
治
会
の

区
長
や
役
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

全
国
的
に
も
小
規
模
自
治
会
の
統
合
・
再
編

の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
福
井
市
の
よ
う
に

自
治
会
の
合
併
推
進
の
た
め
補
助
金
制
度
を

設
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

「
合
併
」
は
各
地
区
の
事
情
や
住
民
感
情

も
あ
り
簡
単
で
は
な
い
が
、
ま
ず
は
近
隣
地

区
と
の
「
連
携
」
と
い
う
形
で
区
長
の
一
本

化
や
役
員
の
削
減
を
目
指
し
て
は
。

ま
た
、
小
規
模
自
治
会
の
現
状
へ
の
見
解

と
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
。

町 

長
こ
れ
ま
で
に
役
員
の
な
り
手
不
足
や
掛

け
持
ち
と
い
っ
た
話
は
聞
い
て
い
る
が
、
旧

来
の
行
事
の
廃
止
や
役
を
減
ら
す
な
ど
、
独

自
か
つ
思
い
切
っ
た
改
革
に
よ
り
問
題
解
決

し
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
。
ま
た
、
役
場
か

ら
各
地
区
に
お
願
い
し
て
い
た
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
員
や
保
健
推
進
員
の
廃
止
、
消
防
団
定

員
削
減
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

町
村
合
併
以
降
、
自
治
会
が
自
主
的
に
さ

れ
た
合
併
が
５
件
、
分
離
が
１
件
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
町
と
し
て
は
、
自
治
会
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
と
取
り
組
み
を
尊
重
し
た
い
。
ま

た
、
連
携
に
つ
い
て
は
、
当
町
で
の
実
例
が

な
く
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
言
え
な

い
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
町
が
主
導
す
る

の
で
は
な
く
、
合
併
同
様
に
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
向
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

大
西　
政
美 

議
員

揖
斐
川
町
内
幼
児
園
・
小
中
学
校
大
雪
警
報

時
の
対
応
に
つ
い
て

今
年
１
月
24
日
の
大
雪
で
は
、
１
ｍ
近
く

積
雪
し
た
地
域
も
あ
り
、
揖
斐
川
町
に
大
雪

警
報
が
発
表
さ
れ
た
。

近
隣
市
町
に
も
大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ

た
中
、
揖
斐
川
町
よ
り
積
雪
の
少
な
い
池
田

町
、
大
野
町
で
は
安
全
確
保
の
た
め
休
園
、

休
校
の
対
応
が
さ
れ
た
の
に
対
し
、
揖
斐
川

町
で
は
な
ぜ
大
雪
警
報
に
も
関
わ
ら
ず
登

園
・
登
校
と
な
っ
た
の
か
。

ま
た
、
校
長
会
で
大
雪
警
報
時
に
何
か
問

題
は
あ
っ
た
か
。

町 

長
大
雪
警
報
時
の
対
応
は
、
学
校
、
幼
児
園

と
も
に
、
年
度
は
じ
め
に
基
本
的
な
対
応
方

針
を
確
認
し
、
そ
れ
に
準
じ
て
対
応
し
て
い

る
。
実
際
の
警
報
発
表
時
に
は
、
基
本
対
応

方
針
を
原
則
と
し
、具
体
的
に
は
、そ
の
と
き

の
状
況
を
踏
ま
え
慎
重
に
判
断
し
て
い
る
。

学
校・幼
児
園
の
具
体
的
対
応
等
に
つ
い
て

は
、
教
育
長
お
よ
び
担
当
部
長
よ
り
答
え
る
。

教
育
長

年
度
は
じ
め
の
警
報
発
表
時
の
基
本
原
則

と
し
て
、例
え
ば
暴
風
や
大
雨
警
報
時
は
、自

宅
待
機
を
原
則
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
大

雪
警
報
時
は
、「
地
域
・
校
区
の
状
況
に
応
じ

て
具
体
的
に
対
応
」
を
原
則
と
し
、「
大
雪
警

報
時
は
登
校
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
大
雪
警
報
時
に
学
校
を
実
施
す
る

際
は
、
児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
と
す
る
よ
う
保
護
者
へ
連
絡
し
て
お

り
、
実
際
、
１
月
の
大
雪
警
報
時
に
自
宅
待

機
さ
れ
た
家
庭
も
一
定
数
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
で
対
応
し
た
。

ま
た
、
警
報
発
表
時
の
学
校
対
応
に
つ
い

て
は
、
毎
回
校
長
会
と
連
絡
を
密
に
し
、
共

通
理
解
の
も
と
対
応
を
図
っ
て
お
り
、
今
回

の
大
雪
時
も
前
日
か
ら
当
日
の
朝
、
翌
日
ま

で
に
か
け
、
何
度
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
各

校
の
状
況
を
踏
ま
え
対
応
に
当
た
っ
た
。

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
と
し
、
学
習
機
会
の
確
保
、
各
家

庭
の
事
情
と
い
う
側
面
も
考
慮
し
、
慎
重
に

判
断
し
た
い
。

住
民
福
祉
部
長

幼
児
園
の
対
応
は
、
基
本
的
に
小
中
学
校

と
同
様
で
あ
る
。

幼
児
園
は
、
家
庭
で
十
分
に
子
ど
も
を
保

育
で
き
な
い
場
合
に
、
家
庭
に
替
わ
っ
て
子

ど
も
を
保
育
す
る
た
め
、
児
童
福
祉
法
に
位

置
付
け
ら
れ
た
保
育
施
設
で
あ
り
、
基
本
的

に
は
保
護
者
の
送
迎
に
よ
り
、
警
報
発
表
時

で
も
希
望
保
育
と
い
う
形
で
保
育
を
実
施
し

て
い
る
。
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有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

派
遣
２
年
目
と
な
り
ま
し
た

昨
年
度
よ
り
、
芽
室
町
へ
派
遣
中
の
髙

橋
み
き
で
す
。
北
海
道
で
の
初
め
て
の
冬

が
終
わ
り
ま
し
た
。
４
月
で
も
最
低
気
温

は
ま
だ
零
度
近
く
、
車
は
Ｇ
Ｗ
が
終
わ
る

ま
で
冬
タ
イ
ヤ
を
履
い
た
ほ
う
が
い
い
そ

う
で
す
。
先
日
、
ビ
ー
ト（
甜
菜
：
砂
糖
の

原
料
）の
育
苗
作
業
を
し
ま
し
た
。ま
だ
畑

に
雪
が
か
ぶ
っ
て
い
る
間
に
苗
を
育
て

る
、
昔
か
ら
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
方
法
で

す
。
近
年
は
直
接
畑
に
種
を
ま
く
直
播
が

主
流
で
、
こ
の
作
業
は
な
く
な
っ
て
い
く

も
の
だ
と
教
わ
り
大
変
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

リ
ス
に
ビ
ー
ト
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
や

防
風
林
、
北
海
道
で
の
生
活
は
新
し
い
出

会
い
が
た
く
さ
ん
で
す
。
自
然
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
人
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
地

域
教
育
に
全
力
の
高
校
教
師
、
冬
は
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
屋
に
変
身
す
る
と
う
も
ろ
こ
し

農
家
、
ド
ー
ナ
ツ
屋
を
始
め
る
金
物
屋
さ

ん
、
揖
斐
川
町
が

大
好
き
な
岐
阜
県

人
会
の
方
々
。

皆
さ
ん
の
や
り

た
い
こ
と
に
町
は

全
力
で
応
援
す

る
、
そ
ん
な
景
色

が
芽
室
町
に
あ
り

ま
し
た
。
残
り
１

年
、
さ
ら
な
る
交

流
の
糧
と
な
る
よ

う
、
尽
力
し
ま
す
。

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課
　
髙
橋
）

だ
よ
り

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

大
西　
惠
子 

議
員

次
期
町
長
選
に
向
け
て
の
町
長
の
意
向
に
つ

い
て令

和
２
年
11
月
に
岡
部
町
政
が
ス
タ
ー

ト
し
、
４
年
目
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
買
物

弱
者
対
策
と
し
て
移
動
販
売
の
実
施
、
安
全

安
心
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
消

防
団
改
革
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

な
ど
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ら
施
策
を
評
価
さ
れ

る
声
も
聞
こ
え
る
。

そ
う
し
た
中
、
本
年
11
月
に
４
年
の
任
期

満
了
を
迎
え
る
が
、
続
投
を
望
む
声
も
聞
こ

え
る
中
、
次
期
町
長
選
挙
へ
の
考
え
は
。

町 

長
任
期
中
の
実
績
と
し
て
は
、
安
心
し
て
住

む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
買

物
弱
者
支
援（
移
動
販
売
）、
西
濃
厚
生
病
院

へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
路
線
の
運
行
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
・
育
成
や
避
難
所
設
営
訓
練

を
中
心
と
し
た
実
践
的
な
防
災
訓
練
へ
の
変

更
、
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ（
１
０
０
台
）

の
設
置
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
と
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
、
地
域
学
び
塾
の
実
施
、
明
日

の
農
業
を
目
指
し
て
、
大
規
模
営
農
農
家
へ

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
の
大
型
農
業
機
械
の
導
入
や
最
先

端
技
術
を
使
用
し
た
サ
ル
の
捕
獲
対
策
な
ど

を
行
っ
た
。

ま
た
、「
声
な
き
声
を
聞
こ
え
る
声
に
」
と

し
て
、地
域
の
サ
ロ
ン
や
集
い
、公
民
館
サ
ー

ク
ル
な
ど
へ
伺
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

声
を
施
策
立
案
の
参
考
に
し
た
こ
と
も
多
々

あ
り
、「
声
な
き
声
を
聞
こ
え
る
声
に
」
で
き

た
の
で
は
と
思
う
。

加
え
て
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
土

地
開
発
公
社
の
解
散
、
消
防
団
改
革
、
揖
斐

厚
生
病
院
移
転
に
伴
う
地
域
医
療
拠
点
と
し

て
の
い
び
が
わ
診
療
所
の
開
設
な
ど
も
行
っ

た
。一

方
で
、
い
び
が
わ
診
療
所
を
中
心
と
し

た
医
療
、
福
祉
、
健
康
の
複
合
拠
点
の
整
備
、

鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
や
都
市
計
画
道
路
の
整
備
、

町
に
よ
る
工
場
適
地
の
選
定
を
含
め
た
工
場

誘
致
策
な
ど
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
、
今
お

住
い
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
や
す
い
町
と

少
し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
る
町
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
町
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
支
援
が
い
た
だ
け
る
な
ら
、

次
期
町
長
選
挙
に
出
馬
し
、
引
き
続
き
町
政

を
担
わ
せ
て
ほ
し
い
。

議
会
活
動
報
告

３
月21

日　

第
３
回
議
会
運
営
委
員
会

21
日　

打
合
せ
会

公 務 員 合 同 説 明 会 案 内

※１　�安全面を配慮しながら開催
しますが、状況により延期
および内容の変更をする場
合があります。

※２　お問い合せ
　　　�「自衛隊岐阜地方協力本部

大垣地域事務所」
　　　大垣市林町５-18
　　　光和ビル２階
　　　℡0584-73-1150

日　時 ６月８日（土）　13:00 ～ 16:00
７月６日（土）　13:00 ～ 16:00

内　容 12:30より受付を開始します。（予約不要）
各参加団体より順番に説明を実施します。

場　所 岐阜県大垣市林町５-18　光和ビル　４階会議室
（大垣駅北口より徒歩１分）

参　加
団　体

（予定）

●自衛隊大垣地域事務所　　　　●岐阜県庁 （資料設置のみ）
●大垣警察署　　　　　　　　　●大垣市役所 （６月８日のみ）
●大垣消防組合
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（４月１日付けの係長級以上の異動者と新採用者）令和６年度 揖斐川町人事異動令和６年度 揖斐川町人事異動
氏　名 新　　職 前　　職

教　育　長

香 田 静 夫 教育長 岐阜県

参　　　与

高 橋 義 弘 技術参与 （再任用）

今 枝 文 雄 総務参与 （再任用）

部　長　級

高 橋 宗 徳 住民福祉部長 住民福祉部　次長兼健康福祉課
長

小 島 　 航 産業建設部長 岐阜県

高 木 英 樹 教育部長 産業建設部　次長兼上下水道課
長

次　長　級

所 　 貴 宏 総務部　次長兼政策広報課　
デジタル推進室長

総務部　政策広報課　デジタル
推進室長

久 野 賀 弘 総務部　次長兼政策広報課　
水源地域ビジョン推進室長

総務部　政策広報課　水源地域
ビジョン推進室長

田 島 孝 二 総務部　次長兼財政課長兼土
地施設総合管理室長

総務部　財政課長兼土地施設総
合管理室長

栗 田 俊 彦 住民福祉部　次長兼健康福祉
課長 産業建設部　農林振興課長

三 輪 哲 司 産業建設部　次長兼農林振興
課　森林経営管理室長 岐阜県

高 橋 直 樹 産業建設部　次長兼商工観光
課長 産業建設部　商工観光課長

藤 原 　 弘 会計管理者 住民福祉部　次長兼子育て支援
課長

馬 淵 真 二 藤橋振興事務所長兼地域振興
課長（次長級）

藤橋振興事務所長兼地域振興課
長

野 原 幸 司 住民福祉部　健康福祉課付
（次長級）（揖斐広域連合派遣）

住民福祉部　健康福祉課付（課長
級）（揖斐広域連合派遣）

課　長　級

横 平 　 淳 住民福祉部　住民生活課長 住民福祉部　住民生活課　主幹

野 原 晶 子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター長

住民福祉部　健康福祉課　揖斐
川保健センター　主幹

岩 間 明 宏
住民福祉部　健康福祉課　地
域医療確保対策室　地域医療
確保対策監

（再任用）

若 原 紀 章 住民福祉部　子育て支援課長 教育委員会　社会教育課長

高　橋　富士夫 産業建設部　上下水道課長 産業建設部　上下水道課　主幹

上 田 　 憲　産業建設部　農林振興課長 坂内振興事務所長兼地域振興課
長

古 野 清 明 会計課長 産業建設部　上下水道課　主幹

松 久 秀 紀 教育委員会　社会教育課長 教育委員会　社会教育課　主幹

北 野 嘉 樹 久瀬振興事務所長兼地域振興
課長

久瀬振興事務所　地域振興課　
主幹

高 橋 良 尚 坂内振興事務所長兼地域振興
課長

坂内振興事務所　地域振興課　
主幹

河 瀬 隆 子 住民福祉部　いび幼児園　園
長（課長級）

住民福祉部　いび幼児園　園長
（主幹級）

主　幹　級

川 本 　 励 総務部　政策広報課　水源地
域ビジョン推進室　主幹

総務部　政策広報課　水源地域
ビジョン推進室　課長補佐

永 井 和 直 総務部　税務課　主幹 総務部　税務課　課長補佐

高 橋 真 紀 住民福祉部　健康福祉課　主
幹

住民福祉部　健康福祉課　課長
補佐

林 　 裕 子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　主幹

住民福祉部　健康福祉課　揖斐
川保健センター　課長補佐

河 本 太 一 産業建設部　上下水道課　主
幹

産業建設部　上下水道課　課長
補佐

堀 　 篤 久瀬振興事務所　地域振興課　
主幹

坂内振興事務所　地域振興課　
課長補佐

若 原 輝 幸 住民福祉部　健康福祉課付
（主幹級）（揖斐広域連合派遣）

住民福祉部　健康福祉課付（課長
補佐級）（揖斐広域連合派遣）

徳　永　恵理奈 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　園長（主幹級）

住民福祉部　おじま幼児園　園
長（主幹級）

増 田 裕 子 住民福祉部　きよみず幼児園　
園長（主幹級）

住民福祉部　やまと・きたがた
幼児園　園長（主幹級）

高 橋 一 恵 住民福祉部　おじま幼児園　
園長（主幹級）

住民福祉部　たにぐみ幼児園　
園長（主幹級）

長 尾 知 香 住民福祉部　たにぐみ幼児園　
園長（主幹級）

住民福祉部　きよみず幼児園　
園長（課長補佐級）

氏　名 新　　職 前　　職
課長補佐級

松 居 佑 樹 総務部　政策広報課　課長補
佐 議会事務局　課長補佐

細 野 朋 洋 総務部　総務課　課長補佐 総務部　総務課　係長

清 水 善 之 住民福祉部　健康福祉課　課
長補佐

産業建設部　上下水道課　課
長補佐

菅 原 昌 志 住民福祉部　子育て支援課　
課長補佐

住民福祉部　子育て支援課　
係長

浅 野 広 光 産業建設部　上下水道課　課
長補佐

産業建設部　建設課　課長補
佐

宗 宮 孝 臣 産業建設部　農林振興課　課
長補佐

健康福祉部　健康福祉課　課
長補佐

宮 腰 美 和 教育委員会　社会教育課　課
長補佐

教育委員会　社会教育課　係
長

寺 井 智 美 久瀬振興事務所　地域振興課　
課長補佐

春日振興事務所　地域振興課　
係長

若 園 直 樹 藤橋振興事務所　地域振興課　
課長補佐

藤橋振興事務所　地域振興課　
係長

今 井 克 喜 坂内振興事務所　地域振興課　
課長補佐

久瀬振興事務所　地域振興課　
課長補佐

宇佐美　みゆき
総務部　総務課付（課長補佐
級）（養基小学校養基保育所組
合派遣）

総務部　総務課付（係長級）
（養基小学校養基保育所組合
派遣）

係　長　級

細 野 佳 奈 総務部　政策広報課　係長 総務部　政策広報課　主査

髙 橋 啓 子 住民福祉部　住民生活課　係
長

谷汲振興事務所　地域振興課　
係長

深 尾 恵 美 住民福祉部　健康福祉課　係
長

住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　係長

原 　 武 弘 住民福祉部　健康福祉課　地
域医療確保対策室　係長

産業建設部 建設課 係長 兼住
民福祉部 健康福祉課 地域医
療確保対策室 係長

藤　原　輝代子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　係長 （役職定年）

田　村　美千子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　係長

住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　主査

宮 脇 憲 輔 産業建設部　農林振興課　係
長 総務部　政策広報課　係長

小 森 陽 治 議会事務局　係長　 総務部　総務課　係長

川 本 美 和 教育委員会　社会教育課　揖
斐川図書館　係長

教育委員会　社会教育課　谷
汲サンサンホール　主査

河 本 聖 子 谷汲振興事務所　地域振興課　
係長

久瀬振興事務所　地域振興課　
主査

河 村 里 奈 春日振興事務所　地域振興課　
係長 産業建設部　建設課　係長

矢 野 幸 司 久瀬振興事務所　地域振興課　
係長 （役職定年）

今 井 る み 藤橋振興事務所　地域振興課　
係長

坂内振興事務所　地域振興課　
係長

中 島 　 恵 坂内振興事務所　地域振興課　
係長

藤橋振興事務所　地域振興課　
係長

細　野　真由美 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（係長級）

住民福祉部　おじま幼児園　
保育士（係長級）

石 原 知 里 住民福祉部　いび幼児園　保
育士（係長級）

住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（係長級）

廣　瀬　佳代子 住民福祉部　おじま幼児園　
保育士（係長級）

住民福祉部　いび幼児園　保
育士（係長級）

小 川 恵 子 住民福祉部　揖斐川子育て支
援センター（係長級）

住民福祉部　揖斐川子育て支
援センター（主査級）

新　採　用

鵜 飼 直 輝 総務部　税務課　主事

香 田 悠 真 住民福祉部　住民生活課　主
事

宇佐美　巴　菜 産業建設部　商工観光課　主
事

成 瀬 憲 伸 教育委員会　社会教育課　主
事

高 木 桃 花 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（主事級）

渡 邊 佳 純 住民福祉部　きよみず幼児園　
保育士（主事級）

谷　向　里緒奈 住民福祉部　おじま幼児園　保
育士（主事級）

上　野　みゆき 住民福祉部　たにぐみ幼児園　
保育士（主事級）
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令和６年度　揖斐川町行政組織図
部・局 課 室等 担当業務

政策広報課 総合計画、地方創生、ふるさと寄附金、公共交通、広報誌
ホームページ、統計調査、移住定住、地域づくり　など

デジタル推進室 自治体のデジタル化、高度情報化、ネットワーク管理　など

水源地域ビジョン
推進室

公有地化事務、生命の水と森の活動センター事業
電源立地対策交付金、藤橋城、徳山会館　など

土地施設総合管
理室

町有財産（土地・建物・工作物）の総括管理
施設の利活用・除却、財産処分、土地開発基金　など

総　務　部 財　政　課 予算編成、地方交付税、町債、基金、公会計、財政計画
庁舎管理、入札・契約、財産区、情報公開　など

総　務　課 人事給与、職員管理、消防・防災、防犯、防災行政無線
交通安全、地域自治組織、選挙管理員会　など

税　務　課 町県民税・軽自動車税・固定資産税ほか税に関すること
町税の賦課徴収（国民健康保険税の徴収）　など

住民生活課 戸籍など窓口証明、国民健康保険、国民年金、福祉医療
後期高齢者医療、廃棄物処理、リサイクル対策、環境美化　など

町　長 副町長 住民福祉部 健康福祉課 障がい者（児）福祉、高齢者福祉、精神保健福祉、生活保護
民生委員・児童委員、介護保険、地域包括支援センター　など

保健センター 各種健診、予防接種、母子保健、子育て世代包括支援センター
診療所運営、健康づくり、新型コロナ予防接種　など

子育て支援課 児童福祉、児童手当、子育て支援、児童発達支援
幼児園の管理運営、子育て支援センター　など

建　設　課 道路・河川整備、災害復旧、町営住宅、公園管理、建築物申請
都市計画、道路・河川占用、空き家の適正管理　など

産業建設部 上下水道課 上下水道施設の維持管理、水質保全、料金徴収　など

農林振興課 農業振興、農業委員会、畜産振興、土地改良、治山事業
水産業、林道事業、災害復旧　など

森林経営管理室 鳥獣被害防止、林業振興、森林管理、森林計画事業
鳥獣保護・狩猟、ジビエ、木育推進　など

商工観光課 商工業の振興、企業誘致・個業誘致、消費者行政、観光戦略
財団・第三セクター、海外戦略、観光イベント　など

振興事務所 地域振興課 住民票など窓口証明、消防・防災、施設管理
介護保険など各種申請等の受付　など

会計管理者 会　計　課 現金および有価証券の出納・保管に関すること、町内用度
証拠書類の保管　など

教育委員会 教育長 教育部局 学校教育課 学校教育に関すること、通学区域の設置および変更
学校給食に関すること（給食センター）　など

社会教育課 生涯学習、青少年教育、公民館・図書館の管理運営、文化財
文化芸術振興、生涯スポーツ、いびがわマラソン　など

議　会 議会事務局 揖斐川町議会に関すること
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令和６年度犬の登録と狂犬病予防接種集合注射のおしらせ （春日・久瀬・藤橋・坂内地区）
　狂犬病予防法により、飼い犬には、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。揖斐川町
では、次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施しますので、最寄りの会場で受けてください。現在、台帳に登録され
ている飼い主の方には、別途はがきでご案内しますので、当日必ずご持参ください。

■対象犬	 生後91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）
■料　金	 新規登録　１頭あたり　6,200円（新規登録料：3,000円＋注射料金：3,200円）
	 登録済犬　１頭あたり　3,200円（注射代2,650円+注射済票発行手数料550円）
【注意事項】　◎飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。
　　　　　　　鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場住民生活課または各振興事務所地域振興課までお越しください。
　　　　　　◎狂犬病予防注射の会場などでのフンは、飼い主が始末してください。

地域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

久
　
　
　
瀬

5月21日
（火）

公正公民館前 10：00～10：30
大西精工前（樒平） 10：35～10：45
外津汲集会場前 10：50～11：00
日坂公民館前 11：20～11：35
樫原集会所前（森下・九戸坂） 11：50～12：00
小津公民館前 13：30～14：00
久瀬振興事務所前 14：10～14：30

坂
　
　
内

5月22日
（水）

諸家三叉路 10：00～10：15
坂内生活改善センター前 10：30～10：40
川上集会場前 11：00～11：15
広瀬集会所前 11：30～12：00

藤
橋

5月22日
（水） 藤橋振興事務所駐車場 13：15～13：40

地域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

春
　
　
　
日

5月23日
（木）

滝集会所付近 10：00～10：15
樫多目的集会所付近 10：20～10：25
上ヶ流製茶工場前 10：30～10：40
下ヶ流多目的集会所前 10：45～11：05
香六班消防車庫前 11：10～11：25
春日公民館前 11：30～11：45
高齢者コミュニティセンター前 12：50～13：15
旧近鉄中山バス停付近 13：25～13：30
揖斐川町ふれあいバス
初若停留所付近 13：40～13：45

揖斐川町ふれあいバス
古屋停留所付近 13：50～13：55

春日振興事務所前 14：10～14：20
※登録者への案内ハガキは、注射日の２週間ほど前に発送します。ハガキの内容をお確かめの上、お越しください。
※動物病院で注射を打つ場合でも、病院にハガキをご持参ください。
【お問い合せ】
　揖斐川町役場 住民生活課　　℡22-2788　　春日振興事務所 地域振興課　℡57-2111　　久瀬振興事務所 地域振興課　℡54-2111
　藤橋振興事務所 地域振興課　℡52-2111　　坂内振興事務所 地域振興課　℡53-2111
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有線型音声告知放送受信機の撤去作業を実施しています
現在、有線型音声告知放送受信機が設置されているすべての世帯と

事業所において、不要になった機器や関連設備の撤去作業を行っています。
撤去作業はテレビの視聴環境によって異なりますが、屋内外での作業

が必要になることから、事前に訪問日時を調整するため右記施工業者
から電話連絡をさせていただきます。
また、長期間不在の世帯や電話が繋がらない世帯につきましては、施

工業者の連絡先を記載した「連絡票」をポストなどに入れておきますの
で、ご覧になった場合にはお手数ですが施工業者までご連絡いただき、
訪問日時の調整をお願いします。
※�有線型音声告知放送受信機からアダプターと乾電池を抜き、電源を
切った状態で施工業者からの連絡を待ってください。

施工業者：
【揖斐川・谷汲】株式会社ニートエレックス
　℡０５２-４４９-７３３３
【春日・久瀬・藤橋・坂内】和光通信株式会社
　℡０５８-２１３-０１００
（※日程調整の連絡は上記の電話番号から
着信があります）
撤去費用：無料

【お問い合せ】デジタル推進室　℡２２-６８７１
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方
で
、
大
学
・
短
期
大
学
を
卒
業

ま
た
は
令
和
７
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

一
般
行
政
（
社
会
人
）

■
応
募
資
格

　

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
26

歳
以
上
40
歳
以
下
の
方
で
、
通
算
し
て
３
年

以
上
社
会
人
経
験
が
あ
る
方（
ア
ル
バ
イ
ト

は
含
ま
な
い
）

土
木
職

■
応
募
資
格

　

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40

歳
以
下
の
方
で
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

学
校
を
卒
業
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
方（
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

は
対
象
外
）

保
健
師

■
応
募
資
格

　

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
令
和
６
年
度
内
に
資
格
取
得
見

込
み
の
方

保
育
士

■
応
募
資
格

　

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
50

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
ま
た
は

令
和
６
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の
方

 

揖
斐
川
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

行
い
ま
す
。

■
支
給
条
件

・�

令
和
６
年
１
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
夫
婦

・�

住
居
費（
新
築
・
購
入
・
賃
貸
）、
リ
フ
ォ
ー

ム
費
、
引
越
費
に
つ
い
て
令
和
６
年
４
月

１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
に
支
払
い
を

し
て
い
る

・
婚
姻
日
に
お
い
て
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下

・
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

・
揖
斐
川
町
に
３
年
以
上
定
住
す
る
こ
と

・�

夫
婦
に
町
税
等
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※�

そ
の
ほ
か
に
条
件
、
対
象
経
費
、
契
約
時

期
等
に
定
め
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
せ
先
ま
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
支
給
上
限

　

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下　

30
万
円

　

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下　

60
万
円

問
政
策
広
報
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
２

  

揖
斐
川
町
第
３
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ
き
、

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
や
課
題
、
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
か

ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
揖
斐
川
町

第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

男
ら
し
く
女
ら
し
く
で
は
な
く
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
な
く
し
、

得
意
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
ま
ち
、
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
無
理
な
く
役

割
を
担
い
あ
え
る
幸
せ
な
ま
ち
を
目
指
し
、

今
後
も
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
プ
ラ
ン
本
編
や

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
政
策
広
報
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
２

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
𦙾
永
駅
前
住
宅　
１
戸

・
住　
　

所　
揖
斐
川
町
𦙾
永
６
４
２
番
地
１

・
建
設
年
度　

平
成
２４
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

２
台

・
家　
　

賃　

２
６
，
０
０
０
円
～

■
敷　
　
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

　

５
月
１
日（
水
）～
５
月
１５
日（
水
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　
６
月
下
旬
を
予
定

②
緑
ヶ
丘
住
宅
、
島
住
宅
お
よ
び
春
日
・
久

瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、

随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
人
員

・
一
般
行
政（
大
学
・
短
大
卒
業
程
度
）

�

５
名
程
度

・
一
般
行
政（
社
会
人
）�

３
名
程
度

・
土
木
職�

１
名
程
度

・
保
健
師�

１
名
程
度

・
保
育
士�

２
名
程
度

■
受
付
期
間

　

４
月
25
日（
木
）～
５
月
31
日（
金
）

■
１
次
試
験

・
日
時　

７
月
14
日（
日
）

・
場
所　

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

　
　
　
　

羽
島
キ
ャ
ン
パ
ス

・
内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
ほ
か

　
　
　
　
「
土
木
職
」
は
専
門
試
験
あ
り

■
１
次
試
験
発
表　
８
月
上
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
　
　

８
月
下
旬（
予
定
）

・
内
容　

�
個
別
面
接
試
験
、集
団
面
接
試
験
、

論
文
試
験（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表　
９
月
中
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

受
付
期
間
中
に
次
の
書
類
を
役
場
総
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
申
込
書（
役
場
総
務
課
備
え
付
け
）

・�

履
歴
書（
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
市
販
の
履
歴
書

を
用
い
、
カ
ラ
ー
写
真
を
貼
付
）

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

問
総
務
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
３

　

少
子
化
対
策
お
よ
び
若
年
層
の
定
住
促
進

を
目
的
に
、
結
婚
新
生
活
支
援
金
の
交
付
を

 

結
婚
新
生
活
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
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※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
８
０
１

  

倒
壊
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
空
家
の

除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

地
域
の
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
住
民

の
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽

化
し
て
倒
壊
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
な

空
家
の
除
却
を
行
う
者
に
対
し
、
工
事
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
者

　

空
家
の
所
有
者
若
し
く
は
相
続
人
ま
た
は

当
該
空
家
が
存
す
る
土
地
の
所
有
者
若
し
く

は
相
続
人
と
す
る
。

■
対
象
と
な
る
空
家

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
空
家
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
地
域
の
自
治
会
か
ら
除

却
要
請
が
あ
る
空
家
の
う
ち
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
空
家
と
す
る
。

①�

国
、
地
方
公
共
団
体
ま
た
は
独
立
行
政
法

人
等
が
所
有
権
を
有
し
て
い
な
い
も
の
。

②
個
人
が
所
有
す
る
も
の
。

③�

所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
も
の
ま
た
は
空
家
等
の
除
却
に
つ
い
て

所
有
権
そ
の
他
権
利
を
有
す
る
者
の
同
意

を
得
て
い
る
も
の
。

④�

管
理
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
空
家
で
あ

る
期
間
が
お
お
む
ね
１
年
以
上
の
も
の
。

⑤�

損
壊
等
に
よ
り
、
道
路
や
周
辺
の
家
屋
等

に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
。

⑥�

道
路
改
良
そ
の
他
公
共
事
業
に
よ
る
移
転

ま
た
は
建
替
え
の
補
償
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
も
の
。

震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　
「
耐
震
診
断
」
と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状

態
を
評
価
し
、
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と

で
す
。

　

耐
震
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
お
住
ま

い
の
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
こ
の
機
会
に
実
施
し
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

※
当
事
業
で
は
「
一
般
診
断
法
」
に
よ
る
耐

震
診
断
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅　

　

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①�

一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅（
昭

和
５６
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
）

②�

店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の

半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　
無
料

■
受
付
棟
数　
10
棟

■
受
付
開
始
日　
５
月
１
日（
水
）

※�

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業（
補
強
）

　

前
年
度
ま
で
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、「
倒
壊
の
お
そ
れ
あ
り
」
と
さ
れ

た
住
宅
の
補
強
改
修
工
事
を
所
有
者
が
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
改
修
工
事

①��

岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
耐
震
改

⑦�

店
舗
、
倉
庫
、
小
屋
、
納
屋
、
公
民
館
、

集
会
施
設
、
神
社
、
寺
院
の
除
却
で
な
い

も
の
。
た
だ
し
、
専
用
住
宅
と
併
設
さ
れ

て
い
る
も
の
は
除
く
。

■
対
象
と
な
る
工
事

①�

補
助
金
の
交
付
決
定
日
の
属
す
る
年
度
の

２
月
末
日
ま
で
に
支
払
い
ま
で
完
了
す
る

も
の
。

②
全
部
を
除
却
す
る
も
の
。

■
対
象
に
な
ら
な
い
工
事

①�

補
助
金
の
交
付
決
定
日
の
前
に
着
工
し
た

も
の
。

②
門
扉
お
よ
び
塀
の
撤
去
に
係
る
も
の
。

③�

他
の
公
的
な
制
度
に
よ
る
補
助
金
等
の
支

給
を
受
け
て
い
る
も
の
。

■
補
助
額
・
上
限
額

①�

補
助
対
象
工
事
費
に
３
分
の
１
を
乗
じ
て

得
た
額（
千
円
未
満
切
捨
て
）

②
上
限
50
万
円

■
注
意
事
項

①
工
事
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と
。

②�

施
工
業
者
は
、
建
設
業
法
第
３
条
に
規
定

す
る
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
解
体

工
事
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
限

る
。

■
受
付
開
始　
５
月
１
日（
水
）

※
受
付
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
８
０
１

  

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

　

今
後
起
こ
り
得
る
地
震
災
害
に
備
え
、
地

修
に
関
す
る
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
を
実

施
す
る
工
事
。

②�

改
修
工
事
に
よ
っ
て
建
物
評
点
が
一
定
以

上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
工
事
。

　

た
だ
し
、
町
承
諾
後
の
着
工
で
事
業
年
度

内
に
工
事
が
終
了
し
、
支
払
い
完
了
で
き
る

こ
と
。

■
補
助
金
額　

　

対
象
工
事
費
の
最
大
61
・
５
％（
最
大

２
０
１
万
９
千
円
。
改
修
の
方
法
に
よ
り
、

補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。）

■
受
付
開
始
日　
５
月
１
日（
水
）

※
受
付
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業（
除
却
）

　

前
年
度
ま
で
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、「
倒
壊
の
お
そ
れ
あ
り
」
と
さ
れ

た
現
に
居
住
し
て
い
る
一
戸
建
て
住
宅
の
除

却
工
事
を
所
有
者
が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
除
却
工
事

　

除
却
工
事
費

　
　
（
除
却
設
計
・
工
事
監
理
費
含
む
。）

　

た
だ
し
、
町
承
諾
後
の
着
工
で
事
業
年
度

内
に
工
事
が
終
了
し
、
支
払
い
完
了
で
き
る

こ
と
。

■
補
助
金
額　

　

対
象
工
事
費
の
23
％（
最
大
83
万
８
千
円
）

■
受
付
開
始
日　
５
月
１
日（
水
）

※
受
付
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
８
０
１



2024. 5  Public Information IBIGAWA 26

問
岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

℡
０
５
８

－

２
７
９

－

３
７
８
１

  

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助
事
業

　

老
朽
化
や
劣
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

地
震
等
に
よ
り
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。倒
壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

撤
去
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど　

①�

国
・
県
道
お
よ
び
町
管
理
道
路（
通
学
路
を

含
む
）に
接
し
て
い
る
こ
と

②�
道
路
地
盤
面
か
ら
高
さ
60
㎝
以
上
で
あ
る

こ
と

※�

私
道
お
よ
び
民
地
境
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は

対
象
外

■
補
助
対
象
の
工
事

①�

道
路
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
を
40
㎝
以
下
に

切
り
下
げ
る
、
も
し
く
は
撤
去
す
る
工
事

※�

原
則
、
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す

る
場
所
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
全
て

工
事
対
象
と
す
る
こ
と

②�

前
面
道
路
が
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項

に
該
当
す
る
場
合
は
後
退
範
囲
内
に
お
い

て
全
撤
去
と
す
る

■
補
助
額
・
上
限
額　

①
補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

②
上
限
10
万
円

■
注
意
事
項　

①�

補
助
し
た
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す

る
場
所
に
再
度
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
設
置
し
な
い
こ
と

②
工
事
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

③�

施
工
業
者
は
、
建
設
業
法
第
３
条
第
１
項

の
許
可
を
受
け
た
建
設
業
者
に
限
る

※
受
付
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　

℡
２
２

－

２
８
０
１

 

揖
斐
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投
資
・
副
業
詐
欺
が
多
発
！

「
簡
単
に
稼
げ
る
」
そ
ん
な
う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
利
益

が
出
ま
す
」
と
い
う
広
告
な
ど
を
目
に
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

初
め
の
う
ち
は
儲
か
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
も
、
後
か
ら
出
金
の
た
め
に
多
額
の

手
数
料
や
高
額
な
副
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
購
入

を
求
め
ら
れ
、
結
果
的
に
大
損
し
、
騙
さ
れ

る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
利
益
が
出
ま
す
」
と

い
っ
た
甘
い
言
葉
に
は
要
注
意
で
す
。

不
安
を
感
じ
た
ら
警
察
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
ら
な
い
人
と
の
お
金
の
話
を

し
な
い

・�「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
も
う
か
る
」
こ
と
を

強
調
す
る
広
告
や
ラ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ト
等

を
鵜
呑
み
に
し
な
い

・�

作
業
内
容
や
利
益
が
出
る
仕
組
み
が
よ
く

わ
か
ら
な
け
れ
ば
契
約
し
な
い

問
揖
斐
警
察
署　

℡
２
３

－

０
１
１
０

寿
長
ご

さ
ん

3
月
の

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

浮
うき

須
す

 
さち

子
こ

さん
95歳（三輪）

髙
たか

橋
はし

 しげ子
こ

さん
95歳（春日美束）

※�

次
の
方
は
お
名
前
の
み
掲
載
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

御み

田た

村む
ら 

もも

もゝ

ゑえ 

さ
ん （
新
宮
）１
０
０
歳

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

■
秋
か
ら
の
剪
定
予
約
受
付
開
始

　

９
月
か
ら
の
剪
定
作
業
の
予
約
受
付
を
、

５
月
15
日（
水
）よ
り
開
始
し
ま
す
。
年
内
に

実
施
可
能
な
件
数
は
１
０
０
件
程
度
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
尚
、
作
業
月
の
指
定
、
会
員
の
指
名

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
８
月
ま
で
の
剪
定
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。

■
お
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　
　

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り　
　
　

＊
庭
木
剪
定

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別　
　
　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊�

家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
買
い

物
、
片
付
け
な
ど
）　

＊
軽
作
業　
　

＊
社
内
清
掃　

　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

令
和
６
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
で
就
業
の
機
会
を
お
探
し
の

方
は
、
お
気
軽
に
『
事
業
お
よ
び
入
会
説
明

会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
》

　

５
月
７
日（
火
）、
21
日（
火
）　

　

午
前
10
時
開
始（
約
１
時
間
）

※
要
予
約

問（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

岐
阜
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
５
月
31

日（
金
）で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

詳
し
く
は
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通

知
書（
５
月
７
日
発
送
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▶マイナンバー
　カードの申請
　はこちら

▶証明書の
　オンライン申請
　はこちら

広報いびがわ2024年4月25日発行　No
. 231

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

納め忘れのないように早めに納めましょう。また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 18,892（△�78） 9,165 9,727 7,788（△�14）
揖斐川地域 14,480（△�47） 7,074 7,406 5,723 （△� 4）
谷汲地域 2,587（△�15） 1,243 1,344 1,076 （△� 2）
春日地域 709（△� 2） 336 373 390 （△� 1）
久瀬地域 682（△� 8） 312 370 332 （△� 3）
藤橋地域 161（△� 5） 78 83 104 （△� 4）
坂内地域 273（△� 1） 122 151 163（� 0）

出生 4人 /死亡 32人 /転入等 58人 /転出等 108 人
〈令和 6年 4月 1日現在〉

Population人口

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 3 区 折 戸 美 幸 94
下 町 野　原　久美子 76
下 新 町 安 藤 幸 子 90
栄 町 牧 村 昭 子 84
松 原 内　藤　キヨコ 91
長 良 岡　部　てる子 92
上 野 瀬 川 　 守 82
市 場 森 　 義 弘 91
二 ノ 宮 松 田 文 江 101
谷 汲 徳 積 青 木 和 義 75
谷 汲 名 礼 窪 田 幸 子 100
春 日 美 束 新 川 實 造 91
東 津 汲 増 元 た み 89
小 津 高 橋 春 ゑ 98

令和６年３月届出分

5月31日（金）	 軽自動車税　全期分
	 国民健康保険税　1期分

4月30日（火）	 固定資産税　１期分・全納

掲載行事については、中止または延期になる場合があります。

３日（金・祝）
子ども歌舞伎特別披露

⃝場　所　地域交流センター「はなもも」
㉄ 社会教育課　☎23-0124

１日（水）
立志式

⃝場　所　揖斐川町役場
㉄ 社会教育課　☎23-0124

４・５日（土・日）
いび祭り

⃝場　所　三輪神社周辺
㉄ 商工観光課　☎22-2814

25日（土）
青少年育成町民会議　総会

⃝場　所　谷汲サンサンホール
㉄ 社会教育課　☎23-0124

18日（土）
揖斐川町スポーツ少年団交流大会

⃝場　所　健康広場グラウンド
㉄ 社会教育課　☎23-0124

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

納期限納期限ののお知らせお知らせ

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

南 方 𠮷
よし

村
むら

莉
り
桜
お

弘 将 磨梨奈
市 場 杉

すぎ
浦
うら

竜
りゅう

斗
と

歩 愛 実

出生　お誕生おめでとう Birth

夫 妻

ロダロルカ,ジェフリー 黒 田 貴 子（小宮神）
吉 田 真 大（愛知県） 瀬 川 　 愛（ 上 野 ）

宮 川 陽 太（ 下 町 ） 北 村 真 琳（瑞穂市）

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

５５月月のの主な行事主な行事




